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柏崎刈羽原子力発電所第 6号機

本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密

事項に属すため，又は他社の機密事項を含

む可能性があるため公開できません。 



 
東京電力ホールディングス株式会社 

資料提出日：2023 年 12 月 8 日 

資料番号  ：KK6 添-1-024(比較表) 改 0 

先行審査プラントの記載との比較表（Ⅵ-1-1-7-別添 1 可搬型重大事故等対処設備の保管場所及びアクセスルート） 

 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

    

 

相違 No 相違理由 

① 

設計進捗に伴う差異 

（6号機軽油タンク南側の迂回ルートについて工事が完了し，当該迂回ルートを屋外アクセスルートとして設定したことに伴う評価対象構造物の変更。具体的には，以

下のとおり。 

・7号機設工認に記載のある No.62「6号機軽油タンク部地盤改良-C」及び No.63「6号機軽油タンク部地盤改良-D」について，6号機設工認では削除。 

・6号機設工認に No.78「マンホール」を追加。） 

② 
記載の適正化 

（7号機における防火帯の記載について，工事で自主的に被覆した範囲が含まれており，外部火災影響評価の解析モデルと相違していることから，記載を適正化。） 

③ 
プラント固有条件の差異 

（6号機と 7号機では，原子炉建屋等から各保管場所までの離隔距離が異なる。） 
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 1. はじめに 

可搬型重大事故等対処設備の保管場所及び保管場

所から設置場所，接続場所まで運搬するための経路並

びに他の設備の被害状況を把握するための経路（以下

「アクセスルート」という。）について，設計上考慮

する事項（被害要因の影響評価）を本資料にて説明す

る。 

1. はじめに 

可搬型重大事故等対処設備の保管場所及び保管場

所から設置場所，接続場所まで運搬するための経路並

びに他の備の被害状況を把握するための経路（以下

「アクセスルート」という。）について，設計上考慮

する事項（被害要因の影響評価）を本資料にて説明す

る。 

差異なし 

 2 保管場所 

2.1 保管場所の基本方針 

自然現象に対して，地震，津波，風（台風），竜

巻，低温（凍結），降水，積雪，落雷，地滑り，火

山の影響及び生物学的事象を考慮し，外部人為事象

に対して，火災・爆発（森林火災，近隣工場等の火

災・爆発，航空機落下火災等），有毒ガス，船舶の

衝突，電磁的障害及び故意による大型航空機の衝突

その他のテロリズムを考慮した上で，原子炉建屋

等，常設重大事故等対処設備及び設計基準対象施設

から十分な離隔を確保した分散した保管場所（荒浜

側高台保管場所，大湊側高台保管場所，5号機東側

保管場所，5号機東側第二保管場所）を設定する。 

なお，屋外に保管する可搬型重大事故等対処設備

のうち，原子炉建屋外から水・電力を供給する電源

車，可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）等は，必要な

容量を有する設備を 2セット，また，屋外に保管す

る可搬型重大事故等対処設備のうち，原子炉建屋外

から水・電力を供給する電源車，可搬型代替注水ポ

ンプ（A-2 級）等以外の設備は，必要となる容量を

有する 1 セットを以下の事項を考慮した位置に保

管する。 

上記を受けた保管場所設定の考え方を以下に示

す。 

・自然現象に対して，地震，津波，風（台風），竜

巻，低温（凍結），降水，積雪，落雷，地滑り，

火山の影響及び生物学的事象を考慮し，外部人為

2 保管場所 

2.1 保管場所の基本方針 

自然現象に対して，地震，津波，風（台風），竜

巻，低温（凍結），降水，積雪，落雷，地滑り，火

山の影響及び生物学的事象を考慮し，外部人為事象

に対して，火災・爆発（森林火災，近隣工場等の火

災・爆発，航空機落下火災等），有毒ガス，船舶の

衝突，電磁的障害及び故意による大型航空機の衝突

その他のテロリズムを考慮した上で，原子炉建屋

等，常設重大事故等対処設備及び設計基準対象施設

から十分な離隔を確保した分散した保管場所（荒浜

側高台保管場所，大湊側高台保管場所，5号機東側

保管場所，5号機東側第二保管場所）を設定する。 

なお，屋外に保管する可搬型重大事故等対処設備

のうち，原子炉建屋外から水・電力を供給する電源

車，可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）等は，必要な

容量を有する設備を 2セット，また，屋外に保管す

る可搬型重大事故等対処設備のうち，原子炉建屋外

から水・電力を供給する電源車，可搬型代替注水ポ

ンプ（A-2 級）等以外の設備は，必要となる容量を

有する 1 セットを以下の事項を考慮した位置に保

管する。 

上記を受けた保管場所設定の考え方を以下に示

す。 

・自然現象に対して，地震，津波，風（台風），竜

巻，低温（凍結），降水，積雪，落雷，地滑り，

火山の影響及び生物学的事象を考慮し，外部人為

差異なし 

 

 

 



 

東京電力ホールディングス株式会社 

資料提出日：2023 年 12 月 8 日 

資料番号  ：KK6 添-1-024(比較表) 改 0 

先行審査プラントの記載との比較表（Ⅵ-1-1-7-別添 1 可搬型重大事故等対処設備の保管場所及びアクセスルート） 

2 
本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 青字：柏崎刈羽原子力発電所第 7号機と柏崎刈羽原子力発電所第 6号機との差異 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

事象に対して，火災・爆発（森林火災，近隣工場

等の火災・爆発，航空機落下火災等），有毒ガス，

船舶の衝突及び電磁的障害を考慮し，設計基準事

故対処設備等及び常設重大事故等対処設備と位

置的分散を図り，複数箇所に分散して保管する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・故意による大型航空機の衝突その他のテロリズム

に対して，原子炉建屋等から 100ｍ以上の離隔距

離を確保するとともに，可搬型重大事故等対処設

備がその機能を代替する屋外の設計基準対象施

設及び常設重大事故等対処設備から100ｍ以上の

離隔距離を確保したうえで，複数箇所に分散して

保管する。 

・基準地震動Ｓｓによる被害（周辺構造物の倒壊，

周辺タンク等の損壊，周辺斜面の崩壊，敷地下斜

面のすべり，液状化及び揺すり込みによる不等沈

下・傾斜，液状化に伴う浮上り，地盤支持力の不

足，地中埋設構造物の損壊，淡水貯水池の堰堤及

び送水配管の損壊）の影響を受けない場所とす

る。 

・可搬型重大事故等対処設備のうち，故障時のバッ

クアップ及び保守点検による待機除外時のバッ

クアップとする予備は，上記の考え方に基づいて

設定された複数の保管場所に分散して保管する。 

 

 

 

事象に対して，火災・爆発（森林火災，近隣工場

等の火災・爆発，航空機落下火災等），有毒ガス，

船舶の衝突及び電磁的障害を考慮し，設計基準事

故対処設備等及び常設重大事故等対処設備と位

置的分散を図り，複数箇所に分散して保管する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・故意による大型航空機の衝突その他のテロリズム

に対して，原子炉建屋等から 100ｍ以上の離隔距

離を確保するとともに，可搬型重大事故等対処設

備がその機能を代替する屋外の設計基準対象施

設及び常設重大事故等対処設備から100ｍ以上の

離隔距離を確保したうえで，複数箇所に分散して

保管する。 

・基準地震動Ｓｓによる被害（周辺構造物の倒壊，

周辺タンク等の損壊，周辺斜面の崩壊，敷地下斜

面のすべり，液状化及び揺すり込みによる不等沈

下・傾斜，液状化に伴う浮上り，地盤支持力の不

足，地中埋設構造物の損壊，淡水貯水池の堰堤及

び送水配管の損壊）の影響を受けない場所とす

る。 

・可搬型重大事故等対処設備のうち，故障時のバッ

クアップ及び保守点検による待機除外時のバッ

クアップとする予備は，上記の考え方に基づいて

設定された複数の保管場所に分散して保管する。 
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保管場所の配置，標高及び離隔距離等を図 2－1

に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保管場所の配置，標高及び離隔距離等を図 2－1

に示す。 
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図 2－1 保管場所の配置，標高，離隔距離等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7号機
T.B

R.B

6号機
T.B

R.B

5号機
T.B

R.B

１号機
T.B

R.B

２号機
T.B

R.B

３号機
T.B

R.B

４号機
T.B

R.B

事務建屋

荒浜側高台保管場所
【T.M.S.L.約37m】

大湊側高台保管場所
【T.M.S.L.約35 m】

5号機東側第二保管場所
【T.M.S.L.約12m】

5号機東側保管場所
【T.M.S.L.約12m】

第一ガスタービン発電機

【凡例】
R.B：原子炉建屋
T.B：タービン建屋
RW.B：廃棄物処理建屋
C.B ：コントロール建屋

：防火帯

約900m

約100m

約140m

C.B

約280m
約390m

約960m

RW.B

 

 

 

注記＊1 ：各保管場所に保管する可搬型重大事故等対処設備とその機能を代替する屋外の常設重
大事故等対処設備との離隔距離。 

＊2 ：可搬型重大事故等対処設備を設置する各保管場所と各建屋との最短離隔距離。 
＊3 ：第一ガスタービン発電機の機能を代替する電源車を 5号機東側保管場所に保管してい

ないため。 
＊4 ：第一ガスタービン発電機の機能を代替する電源車を 5号機東側第二保管場所に保管し

ていないため。 
＊5 ：原子炉建屋から 100m 以上の離隔を確保している。 

保管場所名 
保管場所 
標 高 

第一ガスタービン
発電機からの離隔

距離＊1 

 
原子炉建屋等からの 

最短離隔距離＊2 

 

地盤の種類 

荒浜側高台 

保管場所 

T.M.S.L. 

約 37m 
約 900m 

コントロール建屋から 

約 960m 
砂質地盤 

大湊側高台 

保管場所 

T.M.S.L. 

約 35m 
約 390m 

コントロール建屋から 

約 280m 
砂質地盤 

5号機東側 

保管場所 

T.M.S.L. 

約 12m 
―＊3 

原子炉建屋から 

約 140m 
砂質地盤 

5号機東側第二 

保管場所 

T.M.S.L. 

約 12m 
―＊4 

原子炉建屋から 

約 100m＊5 

砂質地盤・ 

粘性土地盤 

 

 

図 2－1 保管場所の配置，標高，離隔距離等 

記載の適正化 

（7号機における防火帯の記載について，工事で自主的

に被覆した範囲が含まれており，外部火災影響評価の解

析モデルと相違していることから，記載を適正化。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異 

（6号機と 7号機では，原子炉建屋等から各保管場所ま

での離隔距離が異なる。） 

 

 

他電力コメントの反映 

（5号機東側保管場所及び5号機東側第二保管場所につ

いて，第一ガスタービン発電機からの離隔距離が「－」

となっている理由（注記＊3，4）を追加。） 
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 2.2 保管場所の影響評価 

可搬型重大事故等対処設備の保管場所の設計に

おいては，保管場所について想定される自然現象及

び外部人為事象の抽出を行い，その自然現象及び外

部人為事象が起因する被害要因に対して影響評価

を行い，その影響を受けない位置に保管場所を設定

する。なお，近隣工場等の火災・爆発については，

立地的要因により影響を受けることはなく，航空機

落下火災及び船舶の衝突についても，可搬型重大事

故等対処設備の位置的分散により影響はない。ま

た，有毒ガスについては，セルフエアセット等の装

備により影響はなく，電磁的障害についても，鋼製

筐体や金属シールド付ケーブルの適用等により影

響はない。 

保管場所について想定される自然現象及び外部

人為事象の抽出結果を表 2－1及び表 2－2に示す。 

また，保管場所に対する被害要因及び被害事象を

表 2－3に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2 保管場所の影響評価 

可搬型重大事故等対処設備の保管場所の設計に
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筐体や金属シールド付ケーブルの適用等により影

響はない。 

保管場所について想定される自然現象及び外部

人為事象の抽出結果を表 2－1及び表 2－2に示す。 

また，保管場所に対する被害要因及び被害事象を

表 2－3に示す。 
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 表 2－1 保管場所に想定される自然現象（1/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2－1 保管場所に想定される自然現象（1/3） 
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 表 2－1 保管場所に想定される自然現象（2/3） 
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 表 2－1 保管場所に想定される自然現象（3/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2－1 保管場所に想定される自然現象（3/3） 
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 表 2－2 保管場所に想定される外部人為事象 
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 表 2－3 保管場所に対する被害要因及び被害事象 

 

表 2－3 保管場所に対する被害要因及び被害事象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

差異なし 

 



 

東京電力ホールディングス株式会社 

資料提出日：2023 年 12 月 8 日 

資料番号  ：KK6 添-1-024(比較表) 改 0 

先行審査プラントの記載との比較表（Ⅵ-1-1-7-別添 1 可搬型重大事故等対処設備の保管場所及びアクセスルート） 

12 
本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 青字：柏崎刈羽原子力発電所第 7号機と柏崎刈羽原子力発電所第 6号機との差異 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

  

 

 

 

図 2－2 基準津波による遡上域最大水位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2－2 基準津波による遡上域最大水位 

記載の適正化 

（7号機における防火帯の記載について，工事で自主的

に被覆した範囲が含まれており，外部火災影響評価の解

析モデルと相違していることから，記載を適正化。） 
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 2.3 保管場所の評価方法及び結果 

保管場所への影響について，表 2－3 の被害要因

ごとに評価する。 

 

2.3.1 周辺構造物の倒壊及び周辺タンク等の損壊 

(1) 評価方法 

周辺構造物の倒壊及び周辺タンク等の損壊

に対する影響評価については，保管場所周辺の

構造物，タンク等を対象とし，これらが基準地

震動Ｓｓにより倒壊又は損壊することによる

保管場所への影響を評価する。 

周辺構造物の倒壊及び周辺タンク等の損壊

評価位置を図2－3に示す。ただし，Ｓクラスの

構造物，タンク等，もしくはＳクラス以外で基

準地震動Ｓｓにより倒壊に至らないことを確

認している構造物，タンク等については，評価

対象外とする。 

 

周辺構造物の倒壊による影響範囲について

は，保守的に構造物，タンク等が根元から倒壊

又は損壊するものとして，構造物，タンク等の

高さに相当する範囲とし，保管場所が設定した

周辺構造物の倒壊影響範囲に含まれるか否か

で評価する。 

 

 

 

また，周辺タンクの損壊による地震随伴火災

及び薬品漏えいによる影響が及ぶ範囲に保管

場所が含まれるか否かでも評価する。 
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図 2－3 周辺構造物及び周辺タンク等の配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2－3 周辺構造物，周辺タンク等の配置図 

記載の適正化 

（7号機における防火帯の記載について，工事で自主的

に被覆した範囲が含まれており，外部火災影響評価の解

析モデルと相違していることから，記載を適正化。） 
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 (2) 評価結果 

周辺構造物の倒壊及び周辺タンク等の損壊

に対する影響評価結果を表 2－4に示す。 

保管場所周辺には，倒壊及び損壊により影響

を及ぼすおそれのある構造物，タンク等が存在

しないことを確認し，『該当なし』と評価した。

また，保管場所が設定した周辺構造物の倒壊影

響範囲に含まれないことを確認し，『問題なし』

と評価した。 

 

 

 

 

 

なお，荒浜側高台保管場所付近に500ｋV南新

潟幹線が架線されているが，鉄塔が施設されて

いる周辺の地盤変状の影響による被害要因（盛

土の崩壊・地すべり・急傾斜地の崩壊）につい

て，鉄塔基礎の安定性に問題がないことを確認

した。また，万一，500kV南新潟幹線No.1鉄塔

及びNo.2鉄塔が荒浜側高台保管場所の方向に

倒壊した場合でも，送電線が荒浜側高台保管場

所に保管している可搬型重大事故等対処設備

に影響を及ぼさないことを確認したことより，

『問題なし』と評価した。 

 

表 2－4 周辺構造物の倒壊及び周辺タンク等の損壊に

対する影響評価結果 
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 2.3.2 周辺斜面の崩壊及び敷地下斜面のすべり 

周辺斜面の崩壊及び敷地下斜面のすべりに

よる影響評価については，周辺斜面の崩壊及び

敷地下斜面のすべりによる保管場所への影響

を評価する。 

 

 

 

 

 

(1) 周辺斜面の崩壊 

a. 評価方法 

周辺斜面の崩壊による影響評価断面位置

及び断面図を図 2－4に示す。 

評価の対象とする斜面については，斜面と

保管場所との離隔距離及び崩壊後の堆積土

砂による影響範囲を考慮し，保管場所周辺に

おける斜面の形状，高さ等を考慮して選定す

る。なお，荒浜側高台保管場所については，

評価対象となる周辺斜面が存在しない。 

保管場所への影響評価では，全ての斜面が

崩壊するものと仮定したうえで，斜面崩壊後

の堆積土砂形状（以下「崩壊形状」という。）

を予測し，堆積土砂の影響を受けない範囲に

保管場所を設定していることを確認する。 

 

2.3.2 周辺斜面の崩壊及び敷地下斜面のすべり 

周辺斜面の崩壊及び敷地下斜面のすべりに

よる影響評価については，周辺斜面の崩壊及び

敷地下斜面のすべりによる保管場所への影響

を評価する。 
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図 2－4 周辺斜面の崩壊による影響評価断面位置及び

断面図 

 

 

 

図 2－4 周辺斜面の崩壊による影響評価断面位置及び

断面図 
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 b. 評価結果 

周辺斜面の崩壊による影響評価結果につい

て，保管場所の周辺斜面における崩壊形状を図

2－5 に，保管場所への影響評価結果を表 2－5

に示す。 

評価の結果，荒浜側高台保管場所について

は，評価対象となる周辺斜面が存在しないこと

から『該当なし』と評価し，周辺斜面の崩壊が

保管場所に影響を及ぼさないことを確認した。 

また，大湊側高台保管場所，5 号機東側保管

場所及び 5号機東側第二保管場所については，

評価対象斜面とした周辺斜面について，斜面崩

壊後における崩壊形状の到達範囲に入らない

位置に保管場所を設定していることから『問題

なし』と評価し，周辺斜面の崩壊が保管場所に

影響を及ぼさないことを確認した。 

 

 
 

図 2－5 保管場所の周辺斜面における崩壊形状 
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図 2－5 保管場所の周辺斜面における崩壊形状 
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表 2－5 周辺斜面の崩壊による影響評価結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2－5 周辺斜面の崩壊による影響評価結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

差異なし 



 

東京電力ホールディングス株式会社 

資料提出日：2023 年 12 月 8 日 

資料番号  ：KK6 添-1-024(比較表) 改 0 

先行審査プラントの記載との比較表（Ⅵ-1-1-7-別添 1 可搬型重大事故等対処設備の保管場所及びアクセスルート） 

22 
本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 青字：柏崎刈羽原子力発電所第 7号機と柏崎刈羽原子力発電所第 6号機との差異 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

 (2) 敷地下斜面のすべり 

a. 評価方法 

敷地下斜面のすべりによる影響評価断面

位置及び断面図を図 2－6に示す。 

評価の対象とする斜面については，敷地下

斜面の形状，高さ等を考慮して抽出する。な

お，5 号機東側保管場所及び 5 号機東側第二

保管場所については，評価対象となる敷地下

斜面が存在しない。 

保管場所への影響評価では，基準地震動Ｓ

ｓに対するすべり安定性評価を行い，すべり

線の影響を受けない位置に保管場所を設定

していることを確認する。すべり安定性評価

については，基準地震動Ｓｓに対する地震応

答解析を2次元動的有限要素法解析により行

う。静的解析には，解析コード「ｓｔｒｅｓ

ｓ＿ｎｌａｐ」を，地震応答解析には解析コ

ード「Ｓｕｐｅｒ ＦＬＵＳＨ／２Ｄ」を，

すべり安全率算定には解析コード「ｓｕｂｅ

ｒｉ＿ｓｆ」を使用する。解析コードの検証，

妥当性確認等の概要については，「ｓｔｒｅ

ｓｓ＿ｎｌａｐ」を別紙 2「計算機プログラ

ム（解析コード）の概要」に，「Ｓｕｐｅｒ

ＦＬＵＳＨ／２Ｄ」を別紙 4「計算機プログ

ラム（解析コード）の概要」に，「ｓｕｂｅ

ｒｉ＿ｓｆ」を別紙 3「計算機プログラム（解

析コード）の概要」に示す。 

また，すべり安全率の評価基準としては，

すべり安全率が 1.0 以上であることとする。 
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図 2－6 敷地下斜面のすべりによる影響評価断面位置

及び断面図 
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 b. 評価結果 

敷地下斜面のすべりによる影響評価結果

について，すべり安定性評価結果を図 2－7

及び図 2－8 に，保管場所への影響評価結果

を表 2－6に示す。 

評価の結果，荒浜側高台保管場所について

は，すべり安全率が 1.0 を下回るすべり線が

存在しないこと，大湊側高台保管場所につい

ては，すべり安全率が 1.0 を下回るすべり線

の範囲（法肩から最大崩壊範囲までの距離）

が保管場所に到達しないことから『問題な

し』と評価し，敷地下斜面のすべりが保管場

所に影響を及ぼさないことを確認した。 

また，5号機東側保管場所及び 5号機東側

第二保管場所については，評価対象となる敷

地下斜面が存在しないことから『該当なし』

と評価し，敷地下斜面のすべりが保管場所に

影響を及ぼさないことを確認した。 
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図 2－7 荒浜側高台保管場所の敷地下斜面のすべり安

定性評価結果 
 

 

図 2－8 大湊側高台保管場所の敷地下斜面のすべ

り安定性評価結果 

 

表 2－6 敷地下斜面のすべりによる影響評価結果 

 

 

 

 

図 2－7 荒浜側高台保管場所の敷地下斜面のすべり安

定性評価結果 

 

 

図 2－8 大湊側高台保管場所の敷地下斜面のすべ

り安定性評価結果 

 

表 2－6 敷地下斜面のすべりによる影響評価結果 
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 2.3.3 液状化及び揺すり込みによる不等沈下・傾斜

及び液状化に伴う浮上り 

(1) 液状化及び揺すり込みによる不等沈下・傾斜 

a. 評価方法 

液状化及び揺すり込みによる不等沈下・傾

斜に対する影響評価については，液状化及び

揺すり込みによる不等沈下及び傾斜に対す

る保管場所への影響を評価する。 

液状化及び揺すり込みによる不等沈下に

対する影響評価位置及び断面図を図2－9に，

傾斜に対する影響評価断面位置及び断面図

を図2－10に示す。評価の対象とする位置は，

保管場所の中央部及び端部とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保管場所への影響評価では，液状化及び揺

すり込みによる沈下量及び傾斜量を算定し，

評価基準内に収まることを確認する。沈下量

（不等沈下量）については，液状化による沈

下量と揺すり込みによる沈下量の合計とし，

傾斜量は沈下量を保管場所の長さで除すこ

とで算定する。液状化による沈下量について

は，地下水位以深の飽和地盤全て（埋戻土，

新期砂層・沖積層，番神砂層・大湊砂層及び

古安田層＊1）を対象層とし，層厚の2.0%を沈

2.3.3 液状化及び揺すり込みによる不等沈下・傾斜

及び液状化に伴う浮上り 

(1) 液状化及び揺すり込みによる不等沈下・傾斜 

a. 評価方法 

液状化及び揺すり込みによる不等沈下・傾

斜に対する影響評価については，液状化及び

揺すり込みによる不等沈下及び傾斜に対す

る保管場所への影響を評価する。 

液状化及び揺すり込みによる不等沈下に

対する影響評価位置及び断面図を図2－9に，

傾斜に対する影響評価断面位置及び断面図

を図2－10に示す。評価の対象とする位置は，

保管場所の中央部及び端部とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保管場所への影響評価では，液状化及び揺

すり込みによる沈下量及び傾斜量を算定し，

評価基準内に収まることを確認する。沈下量

（不等沈下量）については，液状化による沈

下量と揺すり込みによる沈下量の合計とし，

傾斜量は沈下量を保管場所の長さで除すこ

とで算定する。液状化による沈下量について

は，地下水位以深の飽和地盤全て（埋戻土，

新期砂層・沖積層，番神砂層・大湊砂層及び

古安田層＊1）を対象層とし，層厚の2.0%を沈

差異なし 
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下量として算定する。揺すり込みによる沈下

量については，地下水位以浅の不飽和地盤を

対象層とし，層厚の2.0%を沈下量として算定

する。評価基準については，可搬型重大事故

等対処設備が徐行により走行可能な段差量

15cm＊2以下であること及び登坂可能な勾配

15%＊3以下であることとする。 

また，保管場所の影響評価に用いる地下水

位については，評価箇所周辺に工認対象の施

設がある場合はその設計地下水位を，工認対

象の施設がない場合には，建設時の設計地下

水位あるいは既往の観測記録に基づいて設

定する。ただし，液状化による沈下量と揺す

り込みによる沈下量は，ともに層厚の 2.0%

として算定されるため，地下水位の設定によ

る沈下量への影響はない。 

 

注記＊1 ：安田層下部層の MIS10～MIS7 と

MIS6 の境界付近の堆積物につ

いては，本資料では『古安田層』

と仮称する。 

＊2 ：地震時の段差被害に対する補修

と交通開放の管理・運用方法に

ついて（佐藤ら 2007年） 

＊3 ：小規模道路の平面線形及び縦断

勾配の必要水準に関する基礎

的検討（濱本ら 2012 年） 
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量については，地下水位以浅の不飽和地盤を

対象層とし，層厚の2.0%を沈下量として算定

する。評価基準については，可搬型重大事故

等対処設備が徐行により走行可能な段差量

15cm＊2以下であること及び登坂可能な勾配

15%＊3以下であることとする。 

また，保管場所の影響評価に用いる地下水

位については，評価箇所周辺に工認対象の施

設がある場合はその設計地下水位を，工認対

象の施設がない場合には，建設時の設計地下
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定する。ただし，液状化による沈下量と揺す

り込みによる沈下量は，ともに層厚の 2.0%

として算定されるため，地下水位の設定によ

る沈下量への影響はない。 
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図 2－9 液状化及び揺すり込みによる不等沈下に対す

る影響評価位置及び断面図 

 

 

 

 

図 2－9 液状化及び揺すり込みによる不等沈下に対す

る影響評価位置及び断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

差異なし 
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図 2－10 液状化及び揺すり込みによる傾斜に対する

影響評価断面位置及び断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2－10 液状化及び揺すり込みによる傾斜に対する

影響評価断面位置及び断面図 

差異なし 
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 b. 評価結果 

(a) 不等沈下の評価 

液状化及び揺すり込みによる不等沈下

に対する影響評価結果について，不等沈下

量の算定結果を表 2－7 に，保管場所への

影響評価結果を表 2－8に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

評価の結果，算定した沈下量は評価基準

を満足することから『問題なし』と評価し，

液状化及び揺すり込みによる不等沈下が

保管場所に影響を及ぼさないことを確認

した。 

 

表 2－7 不等沈下量の算定結果 

 

 

表 2－8 液状化及び揺すり込みによる不等沈下に対す

る影響評価結果 
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(a) 不等沈下の評価 

液状化及び揺すり込みによる不等沈下

に対する影響評価結果について，不等沈下

量の算定結果を表 2－7 に，保管場所への

影響評価結果を表 2－8に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

評価の結果，算定した沈下量は評価基準

を満足することから『問題なし』と評価し，

液状化及び揺すり込みによる不等沈下が

保管場所に影響を及ぼさないことを確認

した。 

 

表 2－7 不等沈下量の算定結果 

 

 

表 2－8 液状化及び揺すり込みによる不等沈下に対す

る影響評価結果 

 

差異なし 
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 (b) 傾斜の評価 

液状化及び揺すり込みによる傾斜に対

する影響評価結果について，傾斜量の算定

結果を表 2－9 に，保管場所への影響評価

結果を表 2－10に示す。 

評価の結果，算定した傾斜量は評価基準

を満足することから『問題なし』と評価し，

液状化及び揺すり込みによる傾斜が保管

場所に影響を及ぼさないことを確認した。 

 

表 2－9 傾斜量の算定結果 

 

 

表 2－10 液状化及び揺すり込みによる傾斜に対する

影響評価結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 傾斜の評価 

液状化及び揺すり込みによる傾斜に対

する影響評価結果について，傾斜量の算定

結果を表 2－9 に，保管場所への影響評価

結果を表 2－10に示す。 

評価の結果，算定した傾斜量は評価基準

を満足することから『問題なし』と評価し，

液状化及び揺すり込みによる傾斜が保管

場所に影響を及ぼさないことを確認した。 

 

表 2－9 傾斜量の算定結果 

 

 

表 2－10 液状化及び揺すり込みによる傾斜に対する

影響評価結果 

 

差異なし 
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 (2) 液状化に伴う浮上り 

a. 評価方法 

液状化に伴う浮上りに対する影響評価に

ついては，液状化に伴う浮上りに対する保管

場所への影響を評価する。 

図2－11及び図2－12に保管場所を横断す

る地中埋設構造物位置図を示す。浮上りの評

価の対象については，保管場所を横断する地

中埋設構造物とする。なお，荒浜側高台保管

場所及び大湊側高台保管場所については，対

象となる地中埋設構造物が存在しない。 

保管場所への影響評価では，「トンネル標

準示方書（土木学会 2006）」に基づき評価

対象とする地中埋設構造物の揚圧力と抵抗

力から浮上りに対する安全率を算定し，算定

した浮上り安全率が評価基準以上となるこ

とを評価する。評価基準は，浮上りに対する

安全率が 1.0 とする。 

また，保管場所の影響評価に用いる地下水

位については，「2.3.3(1) 液状化及び揺す

り込みによる不等沈下・傾斜」と同様に，評

価対象周辺の工認対象の施設の設計地下水

位，建設時の設計地下水位あるいは既往の観

測記録に基づいて設定する。 

 

(2) 液状化に伴う浮上り 

a. 評価方法 

液状化に伴う浮上りに対する影響評価に

ついては，液状化に伴う浮上りに対する保管

場所への影響を評価する。 

図2－11及び図2－12に保管場所を横断す

る地中埋設構造物位置図を示す。浮上りの評

価の対象については，保管場所を横断する地

中埋設構造物とする。なお，荒浜側高台保管

場所及び大湊側高台保管場所については，対

象となる地中埋設構造物が存在しない。 

保管場所への影響評価では，「トンネル標

準示方書（土木学会 2006）」に基づき評価

対象とする地中埋設構造物の揚圧力と抵抗

力から浮上りに対する安全率を算定し，算定

した浮上り安全率が評価基準以上となるこ

とを評価する。評価基準は，浮上りに対する

安全率が 1.0 とする。 

また，保管場所の影響評価に用いる地下水

位については，「2.3.3(1) 液状化及び揺す

り込みによる不等沈下・傾斜」と同様に，評

価対象周辺の工認対象の施設の設計地下水

位，建設時の設計地下水位あるいは既往の観

測記録に基づいて設定する。 

 

差異なし 
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図 2－11 保管場所を横断する地中埋設構造物位置図

（5号機東側保管場所） 

 

 

図 2－12 保管場所を横断する地中埋設構造物位置図

（5号機東側第二保管場所） 

 

 

 

 

 

図 2－11 保管場所を横断する地中埋設構造物位置図

（5号機東側保管場所） 

 

 

図 2－12 保管場所を横断する地中埋設構造物位置図

（5号機東側第二保管場所） 

差異なし 



 

東京電力ホールディングス株式会社 

資料提出日：2023 年 12 月 8 日 

資料番号  ：KK6 添-1-024(比較表) 改 0 

先行審査プラントの記載との比較表（Ⅵ-1-1-7-別添 1 可搬型重大事故等対処設備の保管場所及びアクセスルート） 

35 
本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 青字：柏崎刈羽原子力発電所第 7号機と柏崎刈羽原子力発電所第 6号機との差異 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

 

 

 

 

 



 

東京電力ホールディングス株式会社 

資料提出日：2023 年 12 月 8 日 

資料番号  ：KK6 添-1-024(比較表) 改 0 

先行審査プラントの記載との比較表（Ⅵ-1-1-7-別添 1 可搬型重大事故等対処設備の保管場所及びアクセスルート） 

36 
本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 青字：柏崎刈羽原子力発電所第 7号機と柏崎刈羽原子力発電所第 6号機との差異 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

 b. 評価結果 

液状化に伴う浮上りに対する影響評価結

果について，浮上りに対する安全率の算定結

果を表 2－11 に，保管場所への影響評価結果

を表 2－12に示す。 

評価の結果，荒浜側高台保管場所及び大湊

側高台保管場所については，対象となる地中

埋設構造物が存在しないことから『該当な

し』と評価し，液状化に伴う浮上りが保管場

所に影響を及ぼさないことを確認した。 

また，5 号機東側保管場所及び 5 号機東側

第二保管場所については，評価対象とした地

中埋設構造物の浮上りに対する安全率が評

価基準を満足することから『問題なし』と評

価し，液状化に伴う浮上りが保管場所に影響

を及ぼさないことを確認した。 
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 2.3.4 地盤支持力の不足 

(1) 評価方法 

地盤支持力の不足による影響評価について

は，地盤支持力の不足による保管場所への影響

を評価する。 

評価の対象については，保管場所を構成する

地盤を対象とする。 

 

 

保管場所への影響評価では，保管される可搬

型重大事故等対処設備の地震時接地圧に対す

る安全率を算定し，算定した地震時接地圧に対

する安全率が評価基準を上回ることを確認す

る。 

地震時接地圧については，Ⅴ-2「耐震性に関す

る説明書」のうちⅤ-2-別添 3-2「可搬型重大事

故等対処設備の保管場所における入力地震動」

に基づく各保管場所の地表面での鉛直最大応

答加速度から鉛直震度係数を算定し，常時接地

圧に鉛直震度係数を乗じて算定する。 

常時接地圧は，車両総重量が最大となる可搬

型重大事故等対処設備を保管場所ごとにそれ

ぞれ選定し，当該車両の軸重量を用い舗装によ

る荷重分散を考慮して算定する。 
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地盤の種類による地盤支持力を，地震時接地圧

で除すことで算定する。評価基準は，地震時接

地圧による安全率が 1.0 とする。 

基準地震動Ｓｓによる各保管場所の鉛直震

度係数を表 2－13 に，評価の対象とする可搬型

重大事故等対処設備の選定結果を表 2－14 に，

大容量送水車（熱交換器ユニット用）の仕様を

図 2－13 に，5号機原子炉建屋内緊急時対策所

用可搬型電源設備の仕様を図 2－14に，可搬型

代替注水ポンプ（A-2 級）の仕様を図 2－15 に

示す。 
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 表 2－14 可搬型重大事故等対処設備の選定結果 
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図 2－13 大容量送水車（熱交換器ユニット用）の仕様 
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差異なし 

 

 

 

 

図 2－14 5 号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電

源設備の仕様 
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差異なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2－15 可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）の仕様 

 

図 2－15 可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）の仕様 
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 (2) 評価結果 

地盤支持力の不足による影響評価結果につ

いて，地震時接地圧に対する安全率の算定結果

を表 2－15に，保管場所への影響評価結果を表

2－16に示す。 

評価の結果，地震時接地圧に対する安全率が

評価基準を満足することから『問題なし』と評

価し，地盤支持力の不足が保管場所に影響を及

ぼさないことを確認した。 

 

表 2－15 地震時接地圧に対する安全率の算定結果 
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 2.3.5 地中埋設構造物の損壊 

(1) 評価方法 

地中埋設構造物の損壊による影響評価につ

いては，地中埋設構造物の損壊による保管場所

への影響を評価する。 

図2－11及び図2－12に保管場所を横断する

地中埋設構造物位置図を示す。 

評価の対象は，保管場所を横断する地中埋設

構造物とする。なお，荒浜側高台保管場所及び

大湊側高台保管場所については，対象となる地

中埋設構造物が存在しない。 

保管場所への影響評価では，評価対象とする

地中埋設構造物のうち，Ｓクラスとして設計さ

れた設備では無く地表面付近に設置されてい

る地中埋設構造物を，保管場所に影響を及ぼす

地中埋設構造物として評価する。 

2.3.5 地中埋設構造物の損壊 

(1) 評価方法 

地中埋設構造物の損壊による影響評価につ

いては，地中埋設構造物の損壊による保管場所

への影響を評価する。 

図2－11及び図2－12に保管場所を横断する

地中埋設構造物位置図を示す。 

評価の対象は，保管場所を横断する地中埋設

構造物とする。なお，荒浜側高台保管場所及び

大湊側高台保管場所については，対象となる地

中埋設構造物が存在しない。 

保管場所への影響評価では，評価対象とする

地中埋設構造物のうち，Ｓクラスとして設計さ

れた設備では無く地表面付近に設置されてい

る地中埋設構造物を，保管場所に影響を及ぼす

地中埋設構造物として評価する。 

差異なし 

  (2) 評価結果 

地中埋設構造物の損壊による影響評価結果

を表 2－17に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

評価の結果，荒浜側高台保管場所及び大湊側

高台保管場所については，評価の対象となる地

中埋設構造物が存在しないことから『該当な

し』と評価し，地中埋設構造物の損壊が保管場

所に影響を及ぼさないことを確認した。 

また，5 号機東側保管場所及び 5 号機東側第

二保管場所には評価の対象となる地中埋設構

造物として排水路ヒューム管が存在するが，図

 (2) 評価結果 

地中埋設構造物の損壊による影響評価結果

を表 2－17に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

評価の結果，荒浜側高台保管場所及び大湊側

高台保管場所については，評価の対象となる地

中埋設構造物が存在しないことから『該当な

し』と評価し，地中埋設構造物の損壊が保管場

所に影響を及ぼさないことを確認した。 

また，5 号機東側保管場所及び 5 号機東側第

二保管場所には評価の対象となる地中埋設構

造物として排水路ヒューム管が存在するが，図
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2－16 に示すとおり，地中埋設構造物周囲をコ

ンクリートで巻き立てる又はセメント改良土

により埋戻しており，強固な構造となっている

ことから，地中埋設構造物の損壊による保管場

所への影響について『問題なし』と評価し，地

中埋設構造物の損壊が保管場所に影響を及ぼ

さないことを確認した。 

 

表 2－17 地中埋設構造物の損壊による影響評価結果 
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中埋設構造物の損壊が保管場所に影響を及ぼ

さないことを確認した。 
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 2.3.6 淡水貯水池の堰堤及び送水配管の損壊 

(1) 評価方法 

淡水貯水池の堰堤及び送水配管の損壊によ

る影響評価については，淡水貯水池の堰堤及び

送水配管の損壊による保管場所への影響を評

価する。 

淡水貯水池及び送水配管と保管場所の位置

図を図 2－17 に示す。 

保管場所への影響評価では，淡水貯水池の堰

堤及び送水配管の損壊によって生ずる溢水の

影響が保管場所に及ばないことを確認する。 

 

 

図 2－17 淡水貯水池及び送水配管と保管場所の位置
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差異なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の適正化 

（7号機における防火帯の記載について，工事で自主的

に被覆した範囲が含まれており，外部火災影響評価の解

析モデルと相違していることから，記載を適正化。） 
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 (2) 評価結果 

淡水貯水池の堰堤及び送水配管の損壊によ

る影響評価結果を表 2－18 に示す。 

評価の結果，荒浜側高台保管場所及び大湊側

高台保管場所については，淡水貯水池の堰堤及

び送水配管の損壊による溢水が発生した場合

においても，淡水貯水池と各保管場所の間に道

路及び排水路が敷設されており，保管場所に到

達することなく道路上及び構内の排水路を経

て海域に排水されることから『問題なし』と評

価し，淡水貯水池の堰堤及び送水配管の損壊が

保管場所に影響を及ぼさないことを確認した。 

また，5 号機東側保管場所及び 5 号機東側第

二保管場所については，周辺の空地が平坦かつ

広大であり，淡水貯水池の堰堤及び送水配管の

損壊による溢水が発生した場合においても，周

辺の道路上及び排水路を自然流下して拡散す

ること，また，保管する可搬型重大事故等対処

設備は，地表面上 30cm の浸水が生じた場合で

あっても機能に影響がない設計であることか

ら『問題なし』と評価し，淡水貯水池の堰堤及

び送水配管の損壊が保管場所に影響を及ぼさ

ないことを確認した。 

 

表 2－18 淡水貯水池の堰堤及び送水配管の損壊によ

る影響評価結果 
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設備は，地表面上 30cm の浸水が生じた場合で

あっても機能に影響がない設計であることか

ら『問題なし』と評価し，淡水貯水池の堰堤及

び送水配管の損壊が保管場所に影響を及ぼさ

ないことを確認した。 
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差異なし 
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 3. 屋外アクセスルート 

3.1 屋外アクセスルートの基本方針 

自然現象に対して，地震，津波，風（台風），竜

巻，低温（凍結），降水，積雪及び火山の影響を考

慮し，外部人為事象に対して，火災・爆発（森林火

災，近隣工場等の火災・爆発，航空機落下火災等），

有毒ガス及び故意による大型航空機の衝突その他

のテロリズムを考慮し，可搬型重大事故等対処設備

の保管場所から設置場所及び接続場所までのアク

セスルートを複数設定する。 

 

上記を受けた屋外アクセスルート設定の考え方

を以下に示す。また，屋外アクセスルート図を図 3

－1に示す。 

3. 屋外アクセスルート 

3.1 屋外アクセスルートの基本方針 

自然現象に対して，地震，津波，風（台風），竜

巻，低温（凍結），降水，積雪及び火山の影響を考

慮し，外部人為事象に対して，火災・爆発（森林火

災，近隣工場等の火災・爆発，航空機落下火災等），

有毒ガス及び故意による大型航空機の衝突その他

のテロリズムを考慮し，可搬型重大事故等対処設備

の保管場所から設置場所及び接続場所までのアク

セスルートを複数設定する。 

 

上記を受けた屋外アクセスルート設定の考え方

を以下に示す。また，屋外アクセスルート図を図 3

－1に示す。 

差異なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1) 地震及び津波の影響の考慮 

a. 複数設定するアクセスルートは以下の(a)，

(b)2 つの条件を満足するルートとする。  

(a) 基準津波の影響を受けないルート 

 

(b) 基準地震動Ｓｓの影響による周辺斜面の

崩壊や道路面のすべりで崩壊土砂が広範

囲に到達することを想定した上で，ホイー

ルローダによる仮復旧が可能なルート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の条件を考慮したうえで，全交流動力電
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上記の条件を考慮したうえで，全交流動力電

差異なし 
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源，又は全交流動力電源及び直流電源が喪失した

場合の対応手段を確保するため可搬型重大事故

等対処設備による原子炉等への注水に係る可搬

型重大事故等対処設備のアクセスルートを設定

する。 

 
(2) 地震及び津波以外の自然現象又は外部人為事

象の影響の考慮 

地震及び津波以外の自然現象又は外部人為事

象に対し，同時に影響を受けない又はホイールロ

ーダによる仮復旧が可能なアクセスルートを複

数設定する。 

また，事務建屋からアクセスルートまでサブル

ートを設定する。 

源，又は全交流動力電源及び直流電源が喪失した

場合の対応手段を確保するため可搬型重大事故

等対処設備による原子炉等への注水に係る可搬

型重大事故等対処設備のアクセスルートを設定

する。 

 

(2) 地震及び津波以外の自然現象又は外部人為事

象の影響の考慮 

地震及び津波以外の自然現象又は外部人為事

象に対し，同時に影響を受けない又はホイールロ

ーダによる仮復旧が可能なアクセスルートを複

数設定する。 

また，事務建屋からアクセスルートまでサブル

ートを設定する。 
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図 3－1 屋外アクセスルート図 
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記載の適正化 

（7号機における防火帯の記載について，工事で自主的

に被覆した範囲が含まれており，外部火災影響評価の解

析モデルと相違していることから，記載を適正化。） 
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 3.2 屋外アクセスルートの影響評価 

屋外アクセスルートの設計においては，屋外アク

セスルートについて想定される自然現象及び外部

人為事象の抽出を行い，その自然現象及び外部人為

事象が起因する被害要因に対して影響評価を行い，

その影響を受けないルートを確保する，又はその影

響を排除できるルートを確保する。 

なお，近隣工場等の火災・爆発については，立地

的要因により影響を受けることはなく，航空機落下

火災についても，複数のアクセスルートを確保する

ことにより影響はない。また，有毒ガスについては，

セルフエアセット等の装備により通行に影響はな

い。 

 

 

 

屋外アクセスルートについて想定される自然現

象及び外部人為事象の抽出結果を表 3－1 及び表 3

－2に示す。 
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事象が起因する被害要因に対して影響評価を行い，

その影響を受けないルートを確保する，又はその影

響を排除できるルートを確保する。 

なお，近隣工場等の火災・爆発については，立地

的要因により影響を受けることはなく，航空機落下

火災についても，複数のアクセスルートを確保する

ことにより影響はない。また，有毒ガスについては，

セルフエアセット等の装備により通行に影響はな

い。 

 

 

 

屋外アクセスルートについて想定される自然現

象及び外部人為事象の抽出結果を表 3－1 及び表 3

－2に示す。 

差異なし 
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 表 3－1 屋外アクセスルートに想定される自然現象

（1/2） 
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差異なし 
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差異なし 

 表 3－2 屋外アクセスルートに想定される外部人為事

象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－2 屋外アクセスルートに想定される外部人為事
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差異なし 
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 また，屋外アクセスルートに対する被害要因及び

被害事象を表 3－3に示す。 

 

表 3－3 屋外アクセスルートに対する被害要因及び被

害事象 

 

 

 

注記＊：地震時においては，アクセスルート上に可搬

型重大事故等対処設備が保管されていない

ため，懸念される被害事象がない。 

また，屋外アクセスルートに対する被害要因及び

被害事象を表 3－3に示す。 
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差異なし 

 

 

 3.3 屋外アクセスルートの評価方法及び結果 

屋外アクセスルートへの影響評価については，表

3－3の被害要因ごとに評価する。 

3.3 屋外アクセスルートの評価方法及び結果 

屋外アクセスルートへの影響評価については，表

3－3の被害要因ごとに評価する。 

差異なし 

 3.3.1 周辺構造物の倒壊及び周辺タンク等の損壊 

(1) 評価方法 

周辺構造物の倒壊及び周辺タンク等の損壊

に対する影響評価においては，保管場所におけ

る影響評価と同様にアクセスルート周辺の構

造物，タンク等を対象とし，これらが基準地震

動Ｓｓにより倒壊又は損壊することによるア

クセスルートへの影響を評価する。 

周辺構造物の倒壊及び周辺タンク等の損壊
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スの構造物，タンク等，もしくはＳクラス以外

で基準地震動Ｓｓにより倒壊に至らないこと

を確認している構造物，タンク等については，

評価対象外とする。 

 

周辺構造物の倒壊による影響範囲について

は，保守的に構造物，タンク等が根元から倒壊

又は損壊するものとして，構造物，タンク等の

高さに相当する範囲とし，必要な幅員を確保で

きない区間を通行に影響を及ぼす区間として

抽出する。 

 

 

なお，車両通行に必要な幅員は，対象車両のう

ち最も大きい熱交換器ユニット 代替原子炉

補機冷却系熱交換器の全幅約 2.5m を考慮し，

3.0m とする。 

また，周辺タンク等のうち可燃物施設の損壊

については，図 3－5 に示すフローに基づいて

評価し，薬品タンクの損壊については，漏えい，

ガス発生及び人体への影響の観点から，溢水タ

ンクの損壊については，溢水範囲の観点から，

それぞれ通行性への影響について評価する。 
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図 3－2 倒壊時にアクセスルートに影響を及ぼ

す周辺構造物配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（大湊側拡大図）

（全体図）

（荒浜側拡大図）

【凡例】
R.B ：原子炉建屋
T.B ：タービン建屋
RW.B：廃棄物処理建屋

：防火帯
：アクセスルート（車両）
：アクセスルート（徒歩）
：鉄塔
：鉄塔の影響範囲
：送電線
：送電線の影響範囲
：倒壊影響範囲
：必要な幅員を確保できない可能性

のあるアクセスルート（車両）

：必要な幅員を確保できない可能性
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図 3－2 倒壊時にアクセスルートに影響を及ぼ

す周辺構造物配置図 

 
 
 
 
 
 
 
 

設計進捗に伴う差異 

（周辺構造物の評価対象として，安全施設建設センター 

事務所増築棟を追加。） 
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図 3－3 可燃物施設及び薬品タンク配置図 

 

（荒浜側拡大図）

（大湊側拡大図）

（全体図）

 

 

図 3－3 可燃物施設及び薬品タンク配置図 

記載の適正化 

（7号機における防火帯の記載について，工事で自主的

に被覆した範囲が含まれており，外部火災影響評価の解

析モデルと相違していることから，記載を適正化。） 
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図 3－4 溢水評価対象タンク配置図 

 

 

図 3－4 溢水評価対象タンク配置図 

記載の適正化 

（7号機における防火帯の記載について，工事で自主的

に被覆した範囲が含まれており，外部火災影響評価の解

析モデルと相違していることから，記載を適正化。） 

 

 

 

図 3－5 可燃物施設の損壊による屋外アクセスルート

への影響評価フロー 

 

図 3－5 可燃物施設の損壊による屋外アクセスルート

への影響評価フロー 

 

 

記載の適正化 

（注記文章への句読点の追記。） 
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 (2) 評価結果 

a. 周辺構造物の倒壊 

屋外アクセスルートの周辺構造物の倒壊

による通行性への影響評価を行った結果を

表 3－4に示す。 

周辺構造物の倒壊によって通行性に影響

があるアクセスルートは通行せずに迂回す

ることが可能であること，倒壊により発生し

たがれきが発生した場合でもホイールロー

ダにて撤去可能であることから，周辺構造物

の倒壊及び周辺タンク等の損壊による通行

性に対して影響を及ぼさないことを確認し

た。 
なお，荒浜側高台保管場所の近傍には送電

鉄塔が設置されているが，屋外アクセスルー

トが倒壊影響範囲に含まれないため影響は

ない。万一，送電線の垂れ下がりにより通行

支障が発生した場合であっても，迂回するこ

とで通行が可能である。 
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差異なし 
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 表 3－4 倒壊時にアクセスルートの閉塞が懸念される

構造物の被害想定及び対応内容(1/2) 

 

表 3－4 倒壊時にアクセスルートの閉塞が懸念される

構造物の被害想定及び対応内容(1/2) 
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表 3－4 倒壊時にアクセスルートの閉塞が懸念される

構造物の被害想定及び対応内容(2/2) 

No. 設備名称 被害想定 対応内容 

6 事務建屋（第Ⅱ期） 

・地震により設備が倒壊

し，発生したがれきに

より，屋外アクセスル

ートを閉塞する。 

・影響がある屋外アクセスルートは通行

せず，迂回する。（徒歩の場合は，影

響のある場所を避けて通行する。） 

・1981 年以降の建築基準法に基づき設計

された建屋（以下「新耐震基準に基づく

建屋」という。）である。新耐震基準に

基づく建屋は，地震による被害が多く

見られた兵庫県南部地震（1995 年）や

地震規模の大きい東北地方太平洋沖地

震（2011 年）においても，倒壊といっ

た大きな被害を受けていない。 

・万一，建屋の一部倒壊によるがれきが発

生し，屋外アクセスルートの復旧が必

要な場合には，ホイールローダにてが

れきを撤去する。 

7 事務建屋（第Ⅲ期） 

8 
総合情報センター

棟 

9 技術部倉庫 

10 燃料 G倉庫 

11 荒浜側予備品倉庫 

12 
6 号機 CO2 ボンベ建

屋 

13 
雑固体廃棄物焼却

設備建屋（大湊側） 

14 補助ボイラー建屋 

15 6 号機主変圧器 

・地震により設備が倒壊

し，発生したがれきに

より，屋外アクセスル

ートを閉塞する。 

・可搬型重大事故等対処設備の建屋への

接続は，6 号機主変圧器横の屋外アク

セスルートを通過する必要のある可搬

型重大事故等対処設備が，寄りつく必

要がなく，人が迂回することで接続口

までアクセスする。 

・万一，設備の一部倒壊によるがれきが発

生し，屋外アクセスルートの復旧が必

要な場合には，ホイールローダにてが

れきを撤去する。 

16 154kV 開閉所遮風壁 

・地震により設備が倒壊

し，発生したがれきに

より，屋外アクセスル

ートを閉塞する。 

・徒歩ルートであり，周辺は平坦であるこ

とから，徒歩により迂回する。 

17 5 号機サービス建屋 

18 
固体廃棄物処理建

屋 

19 

安全施設建設セン

ター事務所 増築

棟 

  

設計進捗に伴う差異 

（周辺構造物の評価対象として，安全施設建設センター 

事務所増築棟を追加。） 
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 b. 周辺タンク等の損壊 

屋外アクセスルートの周辺タンク等の損

壊による通行性への影響については，可燃物

施設，薬品タンク及び溢水タンクに分けて評

価結果を以下に示す。 

b. 周辺タンク等の損壊 

屋外アクセスルートの周辺タンク等の損

壊による通行性への影響については，可燃物

施設，薬品タンク及び溢水タンクに分けて評

価結果を以下に示す。 

差異なし 

 (a) 可燃物施設 

屋外アクセスルートの周辺タンク等のう

ち可燃物施設の損壊による通行性への影響

評価の結果を表 3－5に示す。 
また，可燃物施設のうち，火災を想定す

る施設の火災時の影響範囲を図 3－6 に示

す。 
可燃物施設で火災の発生を想定した場合

においても，屋外アクセスルートからの十

分な離隔距離が確保できること，あるいは

熱影響を受ける場合は迂回路を通行するこ

と，加えて自衛消防隊による早期の消火活

動が可能であることから，可燃物施設の損

壊によって通行性に対して影響を及ぼさな

いことを確認した。 
なお，主要な変圧器（主変圧器，所内変

圧器，起動変圧器）については，変圧器火

災対策及び事故拡大防止対策が図られてお

り，防油堤内に漏えいした絶縁油は防油堤

地下の漏油受槽に流下するため火災発生の

可能性は極めて低いと考えられるが，火災

が発生するものと保守的に想定して評価を

実施している。 

(a) 可燃物施設 

屋外アクセスルートの周辺タンク等のう

ち可燃物施設の損壊による通行性への影響

評価の結果を表 3－5に示す。 
また，可燃物施設のうち，火災を想定す

る施設の火災時の影響範囲を図 3－6 に示

す。 
可燃物施設で火災の発生を想定した場合

においても，屋外アクセスルートからの十

分な離隔距離が確保できること，あるいは

熱影響を受ける場合は迂回路を通行するこ

と，加えて自衛消防隊による早期の消火活

動が可能であることから，可燃物施設の損

壊によって通行性に対して影響を及ぼさな

いことを確認した。 
なお，主要な変圧器（主変圧器，所内変

圧器，起動変圧器）については，変圧器火

災対策及び事故拡大防止対策が図られてお

り，防油堤内に漏えいした絶縁油は防油堤

地下の漏油受槽に流下するため火災発生の

可能性は極めて低いと考えられるが，火災

が発生するものと保守的に想定して評価を

実施している。 
 
 
 
 
 

差異なし 
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 表 3－5 屋外アクセスルート周辺の可燃物施設の被害

想定及び対応内容（1/4） 

 

表 3－5 屋外アクセスルート周辺の可燃物施設の被害

想定及び対応内容（1/4） 

No. 設備名称 被害想定 対応内容 

1 主変圧器（5 号機） 

・基準地震動Ｓ

ｓにより変圧

器が破損し，

漏えいした絶

縁油による火

災発生のおそ

れ 

・中越沖地震による変圧器火災の対策とし

て，基礎構造変更により変圧器と二次側

接続母線部ダクトの基礎で沈下量の差が

発生することを防止していること，ま

た，屋外埋設消火配管の地上化を実施し

ており延焼防止対策が図られているこ

と，及び防油堤内に漏えいした絶縁油は

防油堤地下の漏油受槽に流下するため，

屋外アクセスルートに影響のある変圧器

火災の可能性は極めて低い。 

・万一，火災が発生した場合には，迂回す

る。また，自衛消防隊による消火活動を

実施する。 

・同時に複数の火災が発生し迂回できない

場合も自衛消防隊による消火活動を実施

する。 

2 主変圧器（6 号機） 

3 主変圧器（7 号機） 

4 所内変圧器（5 号機） 

5 所内変圧器（6 号機） 

6 所内変圧器（7 号機） 

7 低起動変圧器（5 号機） 

8 
低起動変圧器 

（6 号及び 7 号機） 

9 
励磁電源変圧器 

（5 号機） 

10 No.1 高起動変圧器 

11 No.2 高起動変圧器 

12 No.3 高起動変圧器 

13 補助ボイラー用変圧器 

・火災が発生した場合でも，アクセスルー

トからの離隔距離が確保されており，屋

外アクセスルートへの影響はない。 

・万一，アクセスルートに影響のある火災

が発生した場合には，迂回する。また，

自衛消防隊による消火活動を実施する。 

14 軽油タンク（5 号機） 

・基準地震動Ｓ

ｓによりタン

ク又は付属配

管が破損し，

漏えいした軽

油による火災

発生のおそれ 

・アクセスルートに影響のある火災が発生

した場合には，迂回する。また，自衛消

防隊による消火活動を実施する。 

  

差異なし 
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 表 3－5 屋外アクセスルート周辺の可燃物施設の被害

想定及び対応内容（2/4） 

 

 

表 3－5 屋外アクセスルート周辺の可燃物施設の被害

想定及び対応内容（2/4） 

 

 

差異なし 
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表 3－5 屋外アクセスルート周辺の可燃物施設の被害

想定及び対応内容（3/4） 

 

差異なし 
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表 3－5 屋外アクセスルート周辺の可燃物施設 

の被害想定及び対応内容（4/4） 

 

差異なし 
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図 3－6 可燃物施設火災時の影響範囲＊ 

注記＊：放射熱強度 1.6kW/m2及び 2.3kW/m2については，

石油コンビナートの防災アセスメント指針よ

り引用 
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R.B
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R.B

5号機
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荒浜側高台保管場所 大湊側高台保管場所

5号機原子炉建屋内緊急時対策所

【凡例】
R.B：原子炉建屋
T.B：タービン建屋
RW.B：廃棄物処理建屋

：防火帯
：アクセスルート（車両）
：アクセスルート（徒歩）
：放射熱強度2.3kW/m2
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補助ボイラー用変圧器
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４号機
T.BNo.2 高起動変圧器

 

 

 

 

図 3－6 可燃物施設火災時の影響範囲＊ 

注記＊：放射熱強度 1.6kW/m2及び 2.3kW/m2については，

石油コンビナートの防災アセスメント指針よ

り引用 

記載の適正化 

（7号機における防火帯の記載について，工事で自主的

に被覆した範囲が含まれており，外部火災影響評価の解

析モデルと相違していることから，記載を適正化。） 
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 (b) 薬品タンク 

屋外アクセスルートの周辺タンク等の

うち薬品タンクの損壊による通行性への

影響評価の結果を表 3－6に示す。 
薬品タンクは，堰内又は建屋内に設置さ

れているため，漏えいによる影響は限定的

と考えられる。また，屋外に設置されてい

る液化窒素貯槽及び泡原液貯蔵タンクは，

漏えいした場合であっても液化窒素は外

気中に拡散し，泡原液は周辺の砂利面に浸

透又は周辺の排水溝に流出することから，

薬品タンクの損壊によって通行性に対し

て影響を及ぼさないことを確認した。 

(b) 薬品タンク 

屋外アクセスルートの周辺タンク等の

うち薬品タンクの損壊による通行性への

影響評価の結果を表 3－6に示す。 
薬品タンクは，堰内又は建屋内に設置さ

れているため，漏えいによる影響は限定的

と考えられる。また，屋外に設置されてい

る液化窒素貯槽及び泡原液貯蔵タンクは，

漏えいした場合であっても液化窒素は外

気中に拡散し，泡原液は周辺の砂利面に浸

透又は周辺の排水溝に流出することから，

薬品タンクの損壊によって通行性に対し

て影響を及ぼさないことを確認した。 

差異なし 
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 表 3－6 屋外アクセスルート周辺の薬品タンクの被害

想定及び対応内容（1/3） 

 

表 3－6 屋外アクセスルート周辺の薬品タンクの被害

想定及び対応内容（1/3） 

 

差異なし 
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想定及び対応内容（2/3） 

 

差異なし 

 表 3－6 屋外アクセスルート周辺の薬品タンクの被害

想定及び対応内容（3/3） 
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想定及び対応内容（3/3） 

 

 
 
 

差異なし 
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 (c) 溢水タンク 

屋外アクセスルートの周辺タンク等の

うち溢水タンクの損壊による通行性への

影響評価の結果を表 3－7に示す。 

タンクからの溢水は、周辺の道路上及び

排水設備を自然流下して比較的短時間で

拡散することから、溢水タンクの損壊によ

って通行性に対して影響を及ぼさないこ

とを確認した。 
なお，屋外アクセスルートにおける歩行

可能な水深については，建屋の浸水時にお

ける歩行可能な水深が，「地下空間におけ

る浸水対策ガイドライン（平成 14 年 3 月

28 日 国土交通省）」において，歩行困難

水深及び水圧でドアが開かなくなる水深

から 30cm 以下と設定されていることよ

り，屋外においても同値とする。 

(c) 溢水タンク 

屋外アクセスルートの周辺タンク等の

うち溢水タンクの損壊による通行性への

影響評価の結果を表 3－7に示す。 

タンクからの溢水は、周辺の道路上及び

排水設備を自然流下して比較的短時間で

拡散することから、溢水タンクの損壊によ

って通行性に対して影響を及ぼさないこ

とを確認した。 
なお，屋外アクセスルートにおける歩行

可能な水深については，建屋の浸水時にお

ける歩行可能な水深が，「地下空間におけ

る浸水対策ガイドライン（平成 14 年 3 月

28 日 国土交通省）」において，歩行困難

水深及び水圧でドアが開かなくなる水深

から 30cm 以下と設定されていることよ

り，屋外においても同値とする。 
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 表 3－7 屋外アクセスルート周辺の溢水評価対象タン

クの被害想定及び対応内容（1/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－7 屋外アクセスルート周辺の溢水評価対象タン

クの被害想定及び対応内容（1/2） 

№ 設備名称 被害想定 対応内容 

1 No.1 純水タンク 

・基準地震動Ｓｓ

によるタンク

及び付属配管

の破損による

溢水 

・地震によりタンク又は付属配管が破損した場

合でも，周辺の空地が平坦かつ広大であり，溢

水は拡散することから，アクセス性に影響はな

いと考えられる。 

・万一，溢水した場合であっても，純水，ろ過水

等であり人体への影響はない。 

2 No.2 純水タンク 

3 No.3 純水タンク  

4 No.4 純水タンク 

5 No.1 ろ過水タンク 

6 No.2 ろ過水タンク 

7 No.3 ろ過水タンク 

8 No.4 ろ過水タンク 

9 飲料水受水槽 

10 

圧力抑制室プール

水サージタンク 

（大湊側） 

・基準地震動Ｓｓ

によるタンク

及び付属配管

の破損による

溢水 

・地震によりタンク又は付属配管が破損した場

合でも，周辺の堰内に留まることからアクセ

スルートへの影響はない。 

・万一，地震によりタンク，付属配管及び堰が破

損した場合でも，周辺の空地が平坦かつ広大

であり，溢水は拡散することから，アクセス性

に影響はないと考えられる。 

・万一，溢水した場合であっても，内包する放射

線量は微量＊であり人体への影響はない。 

注記＊：圧力抑制室プール水サージタンク水の放射能濃度の管理値（上限値）に基づき被ばく線量

評価を行った場合でも，9.4×10-2mSv/h 程度であり，アクセスルート復旧時間等を考慮し

ても，緊急時の被ばく線量限度(100mSv)に対して十分小さいことから影響はない。  

他電力コメントの反映 

（圧力抑制室プール水サージタンク（大湊側）の溢水に

よる放射線量（注記＊）を追加。） 

 

 表 3－7 屋外アクセスルート周辺の溢水評価対象タン

クの被害想定及び対応内容（2/2） 

 

表 3－7 屋外アクセスルート周辺の溢水評価対象タン

クの被害想定及び対応内容（2/2） 
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 3.3.2 周辺斜面の崩壊及び道路面のすべり 

(1) 評価方法 

周辺斜面の崩壊及び道路面のすべりによる

影響評価については，保管場所における影響評

価と同様に，周辺斜面の崩壊及び道路面のすべ

りによるアクセスルートの通行性への影響を

評価する。 
周辺斜面の崩壊及び道路面のすべりによる

影響評価フローを図 3－7 に，影響評価断面位

置図を図 3－8 に示す。評価の対象とする斜面

については，道路標高，道路幅，斜面からの離

隔及び斜面高さを考慮して，屋外アクセスルー

ト沿いの斜面から網羅的に選定する。 

通行性への影響評価では，保管場所における

影響評価と同様に，斜面が全て崩壊するものと

仮定した上で，斜面の崩壊形状及び到達範囲の

予測による斜面崩壊後のアクセスルート上の

幅員が，評価基準以上であることを評価する。 

評価基準を満足できない場合は，通行性に影

響を及ぼす区間として整理するとともに，地震

時に優先的な仮復旧を実施して通路を確保す

るアクセスルート（以下「仮復旧ルート」とい

う。図 3－20，図 3－21 及び図 3－22 参照。）

に該当する区間については，「3.3.6 仮復旧時

間の評価」において，ホイールローダによる当

該区間の仮復旧に要する時間を考慮した評価

を実施する。 

評価基準は，可搬型重大事故等対処設備の通

行に必要な幅員として，「3.3.1 周辺構造物の

倒壊及び周辺タンク等の損壊」と同様，3.0m

とする。 

 

 

 

3.3.2 周辺斜面の崩壊及び道路面のすべり 

(1) 評価方法 

周辺斜面の崩壊及び道路面のすべりによる

影響評価については，保管場所における影響評

価と同様に，周辺斜面の崩壊及び道路面のすべ

りによるアクセスルートの通行性への影響を

評価する。 
周辺斜面の崩壊及び道路面のすべりによる

影響評価フローを図 3－7 に，影響評価断面位

置図を図 3－8 に示す。評価の対象とする斜面

については，道路標高，道路幅，斜面からの離

隔及び斜面高さを考慮して，屋外アクセスルー

ト沿いの斜面から網羅的に選定する。 

通行性への影響評価では，保管場所における

影響評価と同様に，斜面が全て崩壊するものと

仮定した上で，斜面の崩壊形状及び到達範囲の

予測による斜面崩壊後のアクセスルート上の

幅員が，評価基準以上であることを評価する。 

評価基準を満足できない場合は，通行性に影

響を及ぼす区間として整理するとともに，地震

時に優先的な仮復旧を実施して通路を確保す

るアクセスルート（以下「仮復旧ルート」とい

う。図 3－20，図 3－21 及び図 3－22 参照。）

に該当する区間については，「3.3.6 仮復旧時

間の評価」において，ホイールローダによる当

該区間の仮復旧に要する時間を考慮した評価

を実施する。 

評価基準は，可搬型重大事故等対処設備の通

行に必要な幅員として，「3.3.1 周辺構造物の

倒壊及び周辺タンク等の損壊」と同様，3.0m

とする。 

 

 

差異なし 
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図 3－7 周辺斜面の崩壊及び道路面のすべりによる影

響評価フロー 

 

 

図 3－7 周辺斜面の崩壊及び道路面のすべりによる影

響評価フロー 

 

差異なし 

 

 

図 3－8 屋外アクセスルートの周辺斜面の崩壊及び道

路面のすべりによる影響評価断面位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3－8 屋外アクセスルートの周辺斜面の崩壊及び道

路面のすべりによる影響評価断面位置 

差異なし 
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 (2) 評価結果 

周辺斜面の崩壊及び道路面のすべりによる

通行性への評価結果について，評価対象斜面に

おける斜面の崩壊形状を想定した結果を図 3

－9 に，通行性への影響評価結果を表 3－8 に

示す。 

評価の結果，評価基準を満足する区間は『問

題なし』と評価し，周辺斜面の崩壊及び道路面

のすべりが当該区間の通行性に対して影響を

及ぼさないことを確認した。 

また，評価基準を満足しない区間については

『問題あり』と評価し，可搬型重大事故等対処

設備が当該区間を通行するためには，ホイール

ローダによる仮復旧が必要となることを確認

した。このため，「3.3.6 仮復旧時間の評価」

において，可搬型重大事故等対処設備が『問題

(2) 評価結果 

周辺斜面の崩壊及び道路面のすべりによる

通行性への評価結果について，評価対象斜面に

おける斜面の崩壊形状を想定した結果を図 3

－9 に，通行性への影響評価結果を表 3－8 に

示す。 

評価の結果，評価基準を満足する区間は『問

題なし』と評価し，周辺斜面の崩壊及び道路面

のすべりが当該区間の通行性に対して影響を

及ぼさないことを確認した。 

また，評価基準を満足しない区間については

『問題あり』と評価し，可搬型重大事故等対処

設備が当該区間を通行するためには，ホイール

ローダによる仮復旧が必要となることを確認

した。このため，「3.3.6 仮復旧時間の評価」

において，可搬型重大事故等対処設備が『問題

差異なし 
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あり』と評価した区間を通行することを想定す

る場合には，ホイールローダによる仮復旧時間

を考慮する。 

可搬型重大事故等対処設備が通行可能な幅

員を確保できない区間を抽出した結果を図 3

－10に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3－9 影響評価断面位置における斜面の崩壊形状を

想定した結果（1/3） 

あり』と評価した区間を通行することを想定す

る場合には，ホイールローダによる仮復旧時間

を考慮する。 

可搬型重大事故等対処設備が通行可能な幅

員を確保できない区間を抽出した結果を図 3

－10に示す。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

図 3－9 影響評価断面位置における斜面の崩壊形状を

想定した結果（1/3） 
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図 3－9 影響評価断面位置における斜面の崩壊形状を

想定した結果（2/3） 

 

 
図 3－9 影響評価断面位置における斜面の崩壊形状を

想定した結果（3/3） 

 

 

図 3－9 影響評価断面位置における斜面の崩壊形状を

想定した結果（2/3） 

 

図 3－9 影響評価断面位置における斜面の崩壊形状を

想定した結果（3/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
東京電力ホールディングス株式会社 

資料提出日：2023 年 12 月 8 日 

資料番号  ：KK6 添-1-024(比較表) 改 0 

先行審査プラントの記載との比較表（Ⅵ-1-1-7-別添 1 可搬型重大事故等対処設備の保管場所及びアクセスルート） 

75 

青字：柏崎刈羽原子力発電所第 7号機と柏崎刈羽原子力発電所第 6号機との差異 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
東京電力ホールディングス株式会社 

資料提出日：2023 年 12 月 8 日 

資料番号  ：KK6 添-1-024(比較表) 改 0 

先行審査プラントの記載との比較表（Ⅵ-1-1-7-別添 1 可搬型重大事故等対処設備の保管場所及びアクセスルート） 

76 

青字：柏崎刈羽原子力発電所第 7号機と柏崎刈羽原子力発電所第 6号機との差異 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

表 3－8 周辺斜面の崩壊及び道路面のすべりによる影

響評価結果（1/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－8 周辺斜面の崩壊及び道路面のすべりによる影

響評価結果（1/2） 
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表 3－8 周辺斜面の崩壊及び道路面のすべりによ

る影響評価結果（2/2） 

 

 

 

 

図 3－10 全斜面が崩壊するものと仮定した場合，必要

な幅員が確保できないルート 
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 3.3.3 液状化及び揺すり込みによる不等沈下，側方

流動及び液状化に伴う浮上り 

 (1) 液状化及び揺すり込みによる不等沈下 

a. 地中埋設構造物と埋戻部等との境界部（埋

設物境界部） 

(a) 評価方法 

地中埋設構造物と埋戻部等との境界部

における不等沈下による影響評価につい

ては，保管場所における影響評価と同様

に，液状化及び揺すり込みによる不等沈下

によるアクセスルートの通行性への影響

を評価する。 

地中埋設構造物と埋戻部等との境界部

における不等沈下の評価位置を図 3－11

に示す。評価の対象とする位置について

は，アクセスルート下の地中埋設構造物と

埋戻部等との境界位置を網羅的に選定す

る。 

通行性への影響評価では，保管場所にお

ける影響評価と同様に，液状化による沈下

量及び揺すり込みによる沈下量の合計値

を算定し，地中埋設構造物の境界部で生じ

る相対沈下量が評価基準以下となること

を評価する。なお，浮上り対策として置換

えコンクリート及び地盤改良を実施した

箇所については，それらを考慮して相対沈

下量を算定する。評価基準については，保

管場所と同様に，緊急車両が徐行により走

行可能な段差量 15cm とする。 

また，通行性への影響評価に用いる地下

水位については，保管場所における影響評

価と同様に，評価箇所周辺に工認対象の施

設がある場合はその設計地下水位を，工認

対象の施設が無い場合には，建設時の設計

3.3.3 液状化及び揺すり込みによる不等沈下，側方

流動及び液状化に伴う浮上り 

 (1) 液状化及び揺すり込みによる不等沈下 

a. 地中埋設構造物と埋戻部等との境界部（埋

設物境界部） 

(a) 評価方法 

地中埋設構造物と埋戻部等との境界部

における不等沈下による影響評価につい

ては，保管場所における影響評価と同様

に，液状化及び揺すり込みによる不等沈下

によるアクセスルートの通行性への影響

を評価する。 

地中埋設構造物と埋戻部等との境界部

における不等沈下の評価位置を図 3－11

に示す。評価の対象とする位置について

は，アクセスルート下の地中埋設構造物と

埋戻部等との境界位置を網羅的に選定す

る。 

通行性への影響評価では，保管場所にお

ける影響評価と同様に，液状化による沈下

量及び揺すり込みによる沈下量の合計値

を算定し，地中埋設構造物の境界部で生じ

る相対沈下量が評価基準以下となること

を評価する。なお，浮上り対策として置換

えコンクリート及び地盤改良を実施した

箇所については，それらを考慮して相対沈

下量を算定する。評価基準については，保

管場所と同様に，緊急車両が徐行により走

行可能な段差量 15cm とする。 

また，通行性への影響評価に用いる地下

水位については，保管場所における影響評

価と同様に，評価箇所周辺に工認対象の施

設がある場合はその設計地下水位を，工認

対象の施設が無い場合には，建設時の設計

差異なし 
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地下水位あるいは既往の観測記録に基づ

いて設定する。ただし，液状化による沈下

量及び揺すり込みによる沈下量は，ともに

地層厚さの 2.0%として算定されるため，

地下水位の設定による沈下量への影響は

無い。 

 

なお，評価箇所のうち仮復旧ルート上で

評価基準を満足しない箇所については，図

3－12 に示すような不等沈下対策をあら

かじめ実施しておくことにより，液状化及

び揺すり込みによる不等沈下が通行性に

対して影響を及ぼさない設計とし，「3.3.6 

仮復旧時間の評価」において，ホイールロ

ーダによる当該区間の仮復旧に要する時

間を考慮不要とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地下水位あるいは既往の観測記録に基づ

いて設定する。ただし，液状化による沈下

量及び揺すり込みによる沈下量は，ともに

地層厚さの 2.0%として算定されるため，

地下水位の設定による沈下量への影響は

無い。 

 

なお，評価箇所のうち仮復旧ルート上で

評価基準を満足しない箇所については，図

3－12 に示すような不等沈下対策をあら

かじめ実施しておくことにより，液状化及

び揺すり込みによる不等沈下が通行性に

対して影響を及ぼさない設計とし，「3.3.6 

仮復旧時間の評価」において，ホイールロ

ーダによる当該区間の仮復旧に要する時

間を考慮不要とする。 
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図 3－11 地中埋設構造物と埋戻部等との境界部にお

ける不等沈下の評価位置 

 

 

 

 

 

 

図 3－11 地中埋設構造物と埋戻部等との境界部にお

ける不等沈下の評価位置 

設計進捗に伴う差異 

（6 号機軽油タンク南側の迂回ルートについて工事が

完了し，当該迂回ルートを屋外アクセスルートとして設

定したことに伴う評価対象構造物の変更。具体的には，

以下のとおり。 

・7 号機設工認に記載のある No.62「6 号機軽油タンク

部地盤改良-C」及び No.63「6 号機軽油タンク部地盤

改良-D」について，6号機設工認では削除。 

・6号機設工認に No.78「マンホール」を追加。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3－12 不等沈下対策のイメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3－12 不等沈下対策のイメージ図 

差異なし 

 (b) 評価結果 

地中埋設構造物と埋戻部等との境界部

における不等沈下による影響評価結果を

表 3－9に示す。 

(b) 評価結果 

地中埋設構造物と埋戻部等との境界部

における不等沈下による影響評価結果を

表 3－9に示す。 

差異なし 
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評価の結果，算定した相対沈下量が評価

基準を満足する箇所及びあらかじめ不等

沈下対策を実施している箇所については

『問題なし』と評価し，不等沈下が当該箇

所の通行性に対して影響を及ぼさないこ

とを確認した。 

また，相対沈下量が評価基準を満足しな

い箇所については『問題あり』と評価し，

当該箇所を可搬型重大事故等対処設備が

通行するためには，ホイールローダによる

仮復旧が必要となることを確認した。この

ため，「3.3.6 仮復旧時間の評価」におい

て可搬型重大事故等対処設備が『問題あ

り』と評価した区間を通行することを想定

する場合には，ホイールローダによる仮復

旧時間を考慮する。 

評価の結果，算定した相対沈下量が評価

基準を満足する箇所及びあらかじめ不等

沈下対策を実施している箇所については

『問題なし』と評価し，不等沈下が当該箇

所の通行性に対して影響を及ぼさないこ

とを確認した。 

また，相対沈下量が評価基準を満足しな

い箇所については『問題あり』と評価し，

当該箇所を可搬型重大事故等対処設備が

通行するためには，ホイールローダによる

仮復旧が必要となることを確認した。この

ため，「3.3.6 仮復旧時間の評価」におい

て可搬型重大事故等対処設備が『問題あ

り』と評価した区間を通行することを想定

する場合には，ホイールローダによる仮復

旧時間を考慮する。 
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 表 3－9 地中埋設構造物と埋戻部等との境界部におけ

る不等沈下による影響評価結果（1/7） 

 

表 3－9 地中埋設構造物と埋戻部等との境界部におけ

る不等沈下による影響評価結果（2/7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－9 地中埋設構造物と埋戻部等との境界部におけ

る不等沈下による影響評価結果（1/7） 

 

 

表 3－9 地中埋設構造物と埋戻部等との境界部におけ

る不等沈下による影響評価結果（2/7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の明確化 

（段差（相対沈下量）が 15cm を超え，通行性に影響を

及ぼす箇所であるが，仮復旧ルート上ではない箇所につ

いて，不等沈下対策ではなくホイールローダによる段差

復旧にて対応する注記を追記。対象となる構造物は以下

のとおり。 

・No.5「荒浜側ガスタービン発電機用ケーブルダクトハ

ンドホール」 

・No.60「6 号機軽油タンク部地盤改良-A」 

・No.61「6 号機軽油タンク部地盤改良-B」 

・No.63「6 号機燃料移送系配管ダクト」 

・No.64「5 号機 OFケーブルダクト」 

・No.66「5 号機低起動二次側ケーブルダクト」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
東京電力ホールディングス株式会社 

資料提出日：2023 年 12 月 8 日 

資料番号  ：KK6 添-1-024(比較表) 改 0 

先行審査プラントの記載との比較表（Ⅵ-1-1-7-別添 1 可搬型重大事故等対処設備の保管場所及びアクセスルート） 

83 

青字：柏崎刈羽原子力発電所第 7号機と柏崎刈羽原子力発電所第 6号機との差異 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

表 3－9 地中埋設構造物と埋戻部等との境界部におけ

る不等沈下による影響評価結果（3/7） 
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表 3－9 地中埋設構造物と埋戻部等との境界部におけ

る不等沈下による影響評価結果（3/7） 

 

 

表 3－9 地中埋設構造物と埋戻部等との境界部におけ

る不等沈下による影響評価結果（4/7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
東京電力ホールディングス株式会社 

資料提出日：2023 年 12 月 8 日 

資料番号  ：KK6 添-1-024(比較表) 改 0 

先行審査プラントの記載との比較表（Ⅵ-1-1-7-別添 1 可搬型重大事故等対処設備の保管場所及びアクセスルート） 

84 

青字：柏崎刈羽原子力発電所第 7号機と柏崎刈羽原子力発電所第 6号機との差異 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

表 3－9 地中埋設構造物と埋戻部等との境界部におけ

る不等沈下による影響評価結果（5/7） 

 

 

表 3－9 地中埋設構造物と埋戻部等との境界部におけ

る不等沈下による影響評価結果（6/7） 

 

 

表 3－9 地中埋設構造物と埋戻部等との境界部におけ

る不等沈下による影響評価結果（7/7） 

 

表 3－9 地中埋設構造物と埋戻部等との境界部におけ

る不等沈下による影響評価結果（5/7） 

 

 

表 3－9 地中埋設構造物と埋戻部等との境界部におけ

る不等沈下による影響評価結果（6/7） 

 

 

表 3－9 地中埋設構造物と埋戻部等との境界部におけ

る不等沈下による影響評価結果（7/7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計進捗に伴う差異 

（6 号機軽油タンク南側の迂回ルートについて工事が

完了し，当該迂回ルートを屋外アクセスルートとして設

定したことに伴う評価対象構造物の変更。具体的には，

以下のとおり。 

・7 号機設工認に記載のある No.62「6 号機軽油タンク

部地盤改良-C」及び No.63「6 号機軽油タンク部地盤

改良-D」について，6号機設工認では削除。 

・6号機設工認に No.78「マンホール」を追加。） 

設計進捗に伴う差異 

（6 号機設工認の No.62「6 号機軽油タンク部地盤改良

-E」は，不等沈下対策の実施により通行性に影響を及ぼ

さない箇所として，評価結果を「問題なし」とし，背景

を「青色」に変更。） 
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 b. 地山と埋戻部との境界部 

 (a) 評価方法 

地山と埋戻部との境界部における不等

沈下による影響評価については，地山と埋

戻部との境界部における不等沈下による

アクセスルートの通行性への影響を評価

する。 

通行性への影響評価では，アクセスルー

トの直下における地山と埋戻部の断面形

状等を確認することで，両者の不等沈下が

通行性に与える影響を評価する。 

 

 

 

 

(b) 評価結果 

地山と埋戻部との境界部における不等

沈下による影響評価結果について，地山と

埋戻部との境界部の断面形状を図 3－13

に,通行性への影響評価結果を表 3－10 に

示す。 

地山と埋戻部との境界部の断面形状は，

図 3－13 の（a）又は（b）に大別される。

図 3－13（a）は，地山を法面に成形して

掘削した際の断面形状であり，地山の勾配

は 1:1.0～1：1.5 程度である。また，図 3

－13（b）は，両脇に土留め壁を設置して

掘削した際の断面形状であり，地山の勾配

は 90°である。 

しかし，図 3－13の（a）又は（b）にて

施工された箇所の地山は原子炉建屋等を

直接支持する岩盤ではなくいずれも沖積

層あるいは洪積層であり，新潟県中越沖地

震時に確認されたように地震によって沈
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下が生じる地層であるため，地山と埋戻部

との境界部において有意な相対沈下を生

じることはないと考えられることから『問

題なし』と評価し，地山と埋戻部との境界

部における不等沈下が通行性に対して影

響を及ぼさないことを確認した。 

 

 

図 3－13 地山と埋戻部との境界部の断面 
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表 3－10 地山と埋戻部との境界部における不等沈下

による影響評価結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－10 地山と埋戻部との境界部における不等沈下

による影響評価結果 
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 (2) 液状化に伴う浮上り 

a. 評価方法 

  液状化に伴う浮上りによる影響評価につ

いては，保管場所における影響評価と同様

に，液状化に伴う浮上りによるアクセスルー

トの通行性への影響を評価する。 
アクセスルート下に設置されている地中

埋設構造物の位置を図 3－11に示す。 

通行性への影響評価では，地中埋設構造物

下端よりも地下水位が高い箇所（条件①），

仮復旧ルート上の箇所（条件②），斜面崩壊

の影響を受けない箇所（条件③）の観点から

評価対象とする地中埋設構造物を抽出し，保

管場所における影響評価と同様に，評価対象

とする地中埋設構造物の揚圧力と抵抗力か

ら浮上りに対する安全率を算定し，算定した

浮上りに対する安全率が評価基準以上とな

ることを評価する。評価基準は，保管場所と

同様に，浮上りに対する安全率が 1.0 とす

る。 

 

 

 

 

 

 

また，通行性への影響評価に用いる地下水

位は，「3.3.3(1) 液状化及び揺すり込みに

よる不等沈下」と同様に，評価対象周辺の工

認対象の施設の設計地下水位，建設時の設計

地下水位あるいは既往の観測記録に基づい

て設定する。 

なお，仮復旧ルート上の評価対象のうち評

価基準を満足しない箇所は，図 3－14に示す
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ような浮上り対策をあらかじめ実施し，浮上

りが通行性に対して影響を及ぼさない設計

とし，「3.3.6 仮復旧時間の評価」において，

ホイールローダによる当該区間の仮復旧に

要する時間を考慮不要とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3－14 浮上り対策 

 

b. 評価結果 
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について，評価対象とする地中埋設構造物を

抽出した結果を表 3－11に，通行性への影響

評価結果を表 3－12に示す。 

評価の結果，浮上りに対する安全率が評価

基準を満足する箇所については『問題なし』

と評価し，浮上りが通行性に対して影響を及

ぼさないことを確認した。 
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 表3－11 浮上り評価対象構造物の抽出結果（1/4） 
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 表3－11 浮上り評価対象構造物の抽出結果（2/4） 
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 表3－11 浮上り評価対象構造物の抽出結果（3/4） 
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 表3－11 浮上り評価対象構造物の抽出結果（4/4） 
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設計進捗に伴う差異 

（6 号機軽油タンク南側の迂回ルートについて工事が

完了し，当該迂回ルートを屋外アクセスルートとして設

定したことに伴う評価対象構造物の変更。具体的には，

以下のとおり。 

・7 号機設工認に記載のある No.62「6 号機軽油タンク

部地盤改良-C」及び No.63「6 号機軽油タンク部地盤

改良-D」について，6号機設工認では削除。 

・6号機設工認に No.78「マンホール」を追加。） 

 

 表3－12 液状化に伴う浮上りによる影響評価結果 
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 (3) 液状化に伴う側方流動 

a. 評価方法 

液状化に伴う側方流動による影響評価に

ついては，タービン建屋のアクセスルートを

対象とした有効応力解析を行い，アクセスル

ートの通行性への影響を評価する。 

 

 

側方流動の検討位置及び地質断面図を図

3－15に示す。 
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別紙1「計算機プログラム（解析コード）の
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 b. 評価結果 

液状化に伴う側方流動による影響評価結

果を図 3－16 に示す。 

評価の結果，タービン建屋海側のアクセス

ルート位置において，側方流動による残留鉛

直変位量は小さく段差等も生じていないこ

とから，側方流動が通行性に対して影響を及

ぼさないことを確認した。 

 

図 3－16 液状化に伴う側方流動による影響評価結果 
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 3.3.4 地中埋設構造物の損壊 

(1) 評価方法 

地中埋設構造物の損壊による影響評価につ

いては，地中埋設構造物の損壊によるアクセス

ルートの通行性への影響を評価する。 

アクセスルート上に設置されている地中埋

設構造物の位置を図 3－11 に示す。 

通行性への影響評価では，評価対象とする地

中埋設構造物のうち仮復旧ルート上の箇所（条

件①）に対して，Ｓクラスとして設計された設

備や地盤改良体ではなく（条件②），ヒューム

管又は浮上り対策によりコンクリートで巻き

立てられた構造物ではなく地表付近に設置さ

れており（条件③），周辺斜面の崩壊及び道路

面のすべりにおいて通行性に影響を及ぼさな

い区間に位置する（条件④）地中埋設構造物を，

通行性に影響を及ぼす地中埋設構造物が存在

する箇所として評価する。 

なお，上記 4つの条件を満たす地中埋設構造

物については，図 3－17 に示すような損壊対策

をあらかじめ実施することにより，通行性に対

して影響を及ぼさない設計とし，「3.3.6 仮復

旧時間の評価」において，ホイールローダによ

る当該区間の仮復旧に要する時間を考慮不要

とする。 
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図 3－17 損壊対策のイメージ図 
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 (2) 評価結果 

地中埋設構造物の損壊による影響評価結果

を表 3－13に示す。 

評価の結果，条件①～④全てに該当する箇所

については，あらかじめ損壊対策を実施してい

ることから，地中埋設構造物の損壊が当該箇所

の通行性に影響を及ぼさないことを確認した。 
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設計進捗に伴う差異 

（6 号機軽油タンク南側の迂回ルートについて工事が

完了し，当該迂回ルートを屋外アクセスルートとして設

定したことに伴う評価対象構造物の変更。具体的には，

以下のとおり。 

・7 号機設工認に記載のある No.62「6 号機軽油タンク

部地盤改良-C」及び No.63「6 号機軽油タンク部地盤

改良-D」について，6号機設工認では削除。 

・6号機設工認に No.78「マンホール」を追加。） 
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 3.3.5 淡水貯水池の堰堤及び送水配管の損壊 

(1) 評価方法 

淡水貯水池の堰堤及び送水配管の損壊によ

る影響評価については，淡水貯水池の堰堤及び

送水配管の損壊によるアクセスルートの通行

性への影響を評価する。 

淡水貯水池及び送水配管の位置図を図 3－

18 に示す。 

通行性への影響評価では，淡水貯水池の堰堤

及び送水配管の損壊によって生ずる溢水の影

響範囲を予測し，その影響がアクセスルートに

及ばないことを確認する。 

3.3.5 淡水貯水池の堰堤及び送水配管の損壊 

(1) 評価方法 

淡水貯水池の堰堤及び送水配管の損壊によ

る影響評価については，淡水貯水池の堰堤及び

送水配管の損壊によるアクセスルートの通行

性への影響を評価する。 

淡水貯水池及び送水配管の位置図を図 3－

18 に示す。 

通行性への影響評価では，淡水貯水池の堰堤

及び送水配管の損壊によって生ずる溢水の影

響範囲を予測し，その影響がアクセスルートに

及ばないことを確認する。 

差異なし 

 

 

 

図 3－18 淡水貯水池及び送水配管の位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3－18 淡水貯水池及び送水配管の位置図 

記載の適正化 

（7号機における防火帯の記載について，工事で自主的

に被覆した範囲が含まれており，外部火災影響評価の解

析モデルと相違していることから，記載を適正化。） 
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(2) 評価結果 

仮設耐震構台の耐震評価を実施し，基準地震

動Ｓｓ後においてもアクセスルートとして使

用性を確保する。仮設耐震構台の耐震評価につ

いては，添付書類Ⅵ-2-11-2-13「仮設耐震構台

の耐震性についての計算書」に示す。 

万一，仮設耐震構台の損壊により，アクセス

ルートとして使用できなくなった場合でも，図

3－21 に示すとおり複数のアクセスルートを

用意しており，第二輪谷トンネルを経由したア

クセスルートを使用することで対応可能であ

る。 

なお，有効性評価や技術的能力に示す作業時

間はより時間を要する第二輪谷トンネルを経

由したアクセスルートを用いて算出している。 

(2) 評価結果 

淡水貯水池の堰堤及び送水配管の損壊によ

る影響評価結果について，淡水貯水池及び送水

配管からの溢水による被害想定を図 3－19 に，

通行性への影響評価結果を表 3－13に示す。 

淡水貯水池の堰堤及び送水配管が損壊し，溢

水が発生した場合においても，淡水貯水池と 

7 号機の間には道路及び排水路が敷設されて

おり，道路上及び構内の排水路を経て海域に排

水される。また，図 3－19 に示すとおり，仮に

保守的な想定として排水路の機能が期待でき

ず全量が 7 号機を設置する敷地に流入すると

しても，周辺の空地が平坦かつ広大であり，周

辺の道路上及び排水路を自然流下・拡散するこ

とから『問題なし』と評価し，淡水貯水池の堰

堤及び送水配管の損壊が通行性に影響を及ぼ

さないことを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 評価結果 

淡水貯水池の堰堤及び送水配管の損壊によ
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配管からの溢水による被害想定を図 3－19 に，

通行性への影響評価結果を表 3－13に示す。 

淡水貯水池の堰堤及び送水配管が損壊し，溢

水が発生した場合においても，淡水貯水池と

6 号機の間には道路及び排水路が敷設されて

おり，道路上及び構内の排水路を経て海域に排

水される。また，図 3－19 に示すとおり，仮に

保守的な想定として排水路の機能が期待でき

ず全量が 6 号機を設置する敷地に流入すると

しても，周辺の空地が平坦かつ広大であり，周

辺の道路上及び排水路を自然流下・拡散するこ

とから『問題なし』と評価し，淡水貯水池の堰

堤及び送水配管の損壊が通行性に影響を及ぼ

さないことを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

申請号機の違いによる差異 
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図 3－19 淡水貯水池及び送水配管からの溢水による

被害想定 

 

図 3－19 淡水貯水池及び送水配管からの溢水による

被害想定 

記載の適正化 

（7号機における防火帯の記載について，工事で自主的

に被覆した範囲が含まれており，外部火災影響評価の解

析モデルと相違していることから，記載を適正化。） 

 

 表 3－13 淡水貯水池の堰堤及び送水配管の損壊によ

る影響評価結果 

 

表 3－13 淡水貯水池の堰堤及び送水配管の損壊によ

る影響評価結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

差異なし 
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 3.3.6 仮復旧時間の評価 

(1) 評価方法 

「3.3.1 周辺構造物の倒壊及び周辺タンク

等の損壊」～「3.3.5 淡水貯水池の堰堤及び

送水配管の損壊」までの影響評価結果を踏ま

え，アクセスルートのうち仮復旧ルートとして

選定したルートにおける通行性に影響を及ぼ

す区間の仮復旧に要する作業時間を算定する。 

 

a. 仮復旧方法 

「3.3.2 周辺斜面の崩壊及び道路面のす

べり」にて評価した可搬型重大事故等対処設

備が通行可能な幅員を確保できない区間に

ついては，ホイールローダにより仮復旧し，

通行性を確保する。 

その他の作業条件は以下のとおりとする。 

・仮復旧作業は，ホイールローダを使用し，

重機操作要員は 2名以上とする。 

・斜面崩壊の影響によりアクセスルート上に

堆積する土砂（以下「崩壊土砂」という。）

については，ホイールローダにより崩壊土

砂をルート外へ押し出し，その後転圧作業

をすることによりアクセスルートを確保

する。なお，土砂を押し出す際の切土によ

る法面勾配は 1：1.0 とする。 

・仮復旧により確保するアクセスルートの幅

は，可搬型重大事故等対処設備が通行可能

な幅員 3.0m に加えてホースの敷設幅を考

慮し，保守的に幅員 3.5m 以上とする。た

だし，可搬型重大事故等対処設備の通行ル

ートとホースの敷設ルートを別々に設け

ることを想定する場合，仮復旧により確保

するアクセスルートの幅は，3.0m とする。 

 

3.3.6 仮復旧時間の評価 

(1) 評価方法 

「3.3.1 周辺構造物の倒壊及び周辺タンク

等の損壊」～「3.3.5 淡水貯水池の堰堤及び

送水配管の損壊」までの影響評価結果を踏ま

え，アクセスルートのうち仮復旧ルートとして

選定したルートにおける通行性に影響を及ぼ

す区間の仮復旧に要する作業時間を算定する。 

 

a. 仮復旧方法 

「3.3.2 周辺斜面の崩壊及び道路面のす

べり」にて評価した可搬型重大事故等対処設

備が通行可能な幅員を確保できない区間に

ついては，ホイールローダにより仮復旧し，

通行性を確保する。 

その他の作業条件は以下のとおりとする。 

・仮復旧作業は，ホイールローダを使用し，

重機操作要員は 2名以上とする。 

・斜面崩壊の影響によりアクセスルート上に

堆積する土砂（以下「崩壊土砂」という。）

については，ホイールローダにより崩壊土

砂をルート外へ押し出し，その後転圧作業

をすることによりアクセスルートを確保

する。なお，土砂を押し出す際の切土によ

る法面勾配は 1：1.0 とする。 

・仮復旧により確保するアクセスルートの幅

は，可搬型重大事故等対処設備が通行可能

な幅員 3.0m に加えてホースの敷設幅を考

慮し，保守的に幅員 3.5m 以上とする。た

だし，可搬型重大事故等対処設備の通行ル

ートとホースの敷設ルートを別々に設け

ることを想定する場合，仮復旧により確保

するアクセスルートの幅は，3.0m とする。 

差異なし 
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 b. 仮復旧時間の算定条件 

アクセスルートの仮復旧時間は，初動要員

の重機操作要員が駐在する大湊高台宿泊棟

を起点とし，構内の移動時間や仮復旧に要す

る時間を考慮して算定する。また，建屋直近

における段差の仮復旧に要する時間までを

考慮して算定する。 

その他の算定条件は以下のとおりとする。 

・ホイールローダの移動速度は，「土木工事

積算基準（東日本高速道路株式会社，中日

本高速道路株式会社，西日本高速道路株式

会社 2014）」（以下「土木工事積算基準」

という。）に掲載されたホイールローダの

前進速度の平均値から保守的に 15km/h と

する。また，重機操作要員の移動速度（徒

歩）は，「不動産の表示に関する公正競争

規約施行規則」の徒歩による所要時間

(80m/分)を参考として保守的に 4km/h と

し，崩壊土砂上の移動を想定する場合は，

上記移動速度の50%と想定して2km/hとす

る。 

・重機操作要員は，大湊高台宿泊棟から 5

号機原子炉建屋内緊急時対策所に集合し，

仮復旧作業を開始する。  

・重機操作要員は，5号機原子炉建屋内緊急

時対策所から保管場所へ向かい，ホイール

ローダを操作し土砂撤去を実施する。 

・ホイールローダの土砂撤去作業量は，土木

工事積算基準を参考に設定した作業能力

76m3/h とする。 

・建屋直近における段差の仮復旧時間は，訓

練実績等を踏まえて設定した時間 78 分と

する。 

・仮復旧時間は，下記の 3ケースを算定する。 

b. 仮復旧時間の算定条件 

アクセスルートの仮復旧時間は，初動要員

の重機操作要員が駐在する大湊高台宿泊棟

を起点とし，構内の移動時間や仮復旧に要す

る時間を考慮して算定する。また，建屋直近

における段差の仮復旧に要する時間までを

考慮して算定する。 

その他の算定条件は以下のとおりとする。 

・ホイールローダの移動速度は，「土木工事

積算基準（東日本高速道路株式会社，中日

本高速道路株式会社，西日本高速道路株式

会社 2014）」（以下「土木工事積算基準」

という。）に掲載されたホイールローダの

前進速度の平均値から保守的に 15km/h と

する。また，重機操作要員の移動速度（徒

歩）は，「不動産の表示に関する公正競争

規約施行規則」の徒歩による所要時間

(80m/分)を参考として保守的に 4km/h と

し，崩壊土砂上の移動を想定する場合は，

上記移動速度の50%と想定して2km/hとす

る。 

・重機操作要員は，大湊高台宿泊棟から 5

号機原子炉建屋内緊急時対策所に集合し，

仮復旧作業を開始する。  

・重機操作要員は，5号機原子炉建屋内緊急

時対策所から保管場所へ向かい，ホイール

ローダを操作し土砂撤去を実施する。 

・ホイールローダの土砂撤去作業量は，土木

工事積算基準を参考に設定した作業能力

76m3/h とする。 

・建屋直近における段差の仮復旧時間は，訓

練実績等を踏まえて設定した時間 78 分と

する。 

・仮復旧時間は，下記の 3ケースを算定する。 
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      ケース 1 7 号機建屋寄り付き箇所までの

ルート 

  ケース 2 5 号機東側保管場所までのルー

ト（5号機原子炉建屋内緊急時

対策所用可搬型電源設備への

給油作業を想定） 

      ケース 3 淡水貯水池からの淡水送水に

必要なホースの敷設を優先し

たルート（事故シーケンス「全

交流動力電源喪失＋主蒸気逃

し安全弁 1個開固着」を想定） 

      ケース 1 6 号機建屋寄り付き箇所までの

ルート 

  ケース 2 5 号機東側保管場所までのルー

ト（5 号機原子炉建屋内緊急時

対策所用可搬型電源設備への給

油作業を想定） 

      ケース 3 淡水貯水池からの淡水送水に

必要なホースの敷設を優先し

たルート（事故シーケンス「全

交流動力電源喪失＋主蒸気逃

がし安全弁 1 個開固着」を想

定） 

申請号機の違いによる差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の適正化 

 (2) 評価結果 

設定した各ケースの仮復旧時間について，ケ

ース 1（7号機建屋寄り付き箇所までのルート）

の評価結果を図 3－20 及び図 3－21 に，ケース

2（5 号機東側保管場所までのルート）の評価

結果を図 3－22に，ケース 3（淡水貯水池から

の淡水送水に必要なホースの敷設を優先した

ルート）の評価結果を，図 3－23～図 3－26 に

示す。 

ケース 1について，構内移動時間及びホイー

ルローダによる仮復旧時間を考慮した結果，大

湊側高台保管場所から 7 号機建屋寄り付き箇

所までのアクセスルートは約 310 分，荒浜側高

台保管場所から 7 号機建屋寄り付き箇所まで

のアクセスルートは約 320 分で通行性を確保

できることを確認した。 

ケース 2について，構内移動時間及びホイー

ルローダによる仮復旧時間を考慮した結果，荒

浜側高台保管場所から 5 号機東側保管場所ま

でのアクセスルートは約 240 分，大湊側高台保

管場所から 5 号機東側保管場所までのアクセ

スルートは約 230 分で通行性を確保できるこ

(2) 評価結果 

設定した各ケースの仮復旧時間について，ケ

ース 1（6号機建屋寄り付き箇所までのルート）

の評価結果を図 3－20 及び図 3－21 に，ケース

2（5 号機東側保管場所までのルート）の評価

結果を図 3－22に，ケース 3（淡水貯水池から

の淡水送水に必要なホースの敷設を優先した

ルート）の評価結果を，図 3－23～図 3－26 に

示す。 

ケース 1について，構内移動時間及びホイー

ルローダによる仮復旧時間を考慮した結果，大

湊側高台保管場所から 6 号機建屋寄り付き箇

所までのアクセスルートは約 310 分，荒浜側高

台保管場所から 6 号機建屋寄り付き箇所まで

のアクセスルートは約 320 分で通行性を確保

できることを確認した。 

ケース 2について，構内移動時間及びホイー

ルローダによる仮復旧時間を考慮した結果，荒

浜側高台保管場所から 5 号機東側保管場所ま

でのアクセスルートは約 240 分，大湊側高台保

管場所から 5 号機東側保管場所までのアクセ

スルートは約 230 分で通行性を確保できるこ

 

 

申請号機の違いによる差異 
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とを確認した。 

ケース 3について，構内移動時間及びホイー

ルローダによる仮復旧時間を考慮した結果，大

湊側高台保管場所から荒浜側高台保管場所の

順に保管場所を利用した場合では，淡水貯水池

からの淡水送水に必要なホースの敷設を優先

したルートは約 190 分，荒浜側高台保管場所か

ら 7 号機建屋寄り付き箇所までのアクセスル

ートは約 430 分で通行性を確保できることを

確認した。また，荒浜側高台保管場所から大湊

側高台保管場所の順に保管場所を利用した場

合では，淡水貯水池からの淡水送水に必要なホ

ースの敷設を優先したルートは約 200 分，大湊

側高台保管場所から 7 号機建屋寄り付き箇所

までのアクセスルートは約 430 分で通行性を

確保できることを確認した。 
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申請号機の違いによる差異 
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図 3－20 設定したルート及び仮復旧時間（ケース 1，

大湊側高台保管場所利用）（1/2） 

 

図 3－20 設定したルート及び仮復旧時間（ケース 1，

大湊側高台保管場所利用）（2/2） 

 

図 3－20 設定したルート及び仮復旧時間（ケース 1，

大湊側高台保管場所利用）（1/2） 

 

 
図 3－20 設定したルート及び仮復旧時間（ケース 1，

大湊側高台保管場所利用）（2/2） 

記載の適正化 

（7号機における防火帯の記載について，工事で自主的

に被覆した範囲が含まれており，外部火災影響評価の解

析モデルと相違していることから，記載を適正化。） 
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図 3－21 設定したルート及び仮復旧時間（ケース 1，

荒浜側高台保管場所利用） 

 

 

図 3－21 設定したルート及び仮復旧時間（ケース 1，

荒浜側高台保管場所利用） 
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に被覆した範囲が含まれており，外部火災影響評価の解

析モデルと相違していることから，記載を適正化。） 
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図 3－22 5 号機東側保管場所への屋外アクセスルート

及び仮復旧時間 

（ケース 2，荒浜側高台保管場所利用） 

 

 

図 3－22 5 号機東側保管場所への屋外アクセスルート

及び仮復旧時間 

（ケース 2，荒浜側高台保管場所利用） 

 

記載の適正化 

（7号機における防火帯の記載について，工事で自主的

に被覆した範囲が含まれており，外部火災影響評価の解

析モデルと相違していることから，記載を適正化。） 
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図 3－23 設定したルート及び仮復旧時間 

（ケース3－1，大湊側高台保管場所利用（原子炉注水開

始までの復旧）） 

 

図 3－23 設定したルート及び仮復旧時間 

（ケース 3－1，大湊側高台保管場所利用（原子炉注水

開始までの復旧）） 

記載の適正化 

（7号機における防火帯の記載について，工事で自主的

に被覆した範囲が含まれており，外部火災影響評価の解

析モデルと相違していることから，記載を適正化。） 
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図 3－24 設定したルート及び仮復旧時間 

（ケース 3－1，荒浜側高台保管場所利用（原子炉注水

開始後からの復旧）） 

 

図 3－24 設定したルート及び仮復旧時間 

（ケース 3－1，荒浜側高台保管場所利用（原子炉注水

開始後からの復旧）） 

記載の適正化 

（7号機における防火帯の記載について，工事で自主的

に被覆した範囲が含まれており，外部火災影響評価の解

析モデルと相違していることから，記載を適正化。） 
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図 3－25 設定したルート及び仮復旧時間 

（ケース 3－2，荒浜側高台保管場所利用（原子炉注水

開始までの復旧）） 

 

 

図 3－25 設定したルート及び仮復旧時間 

（ケース 3－2，荒浜側高台保管場所利用（原子炉注水

開始までの復旧）） 

 

記載の適正化 

（7号機における防火帯の記載について，工事で自主的

に被覆した範囲が含まれており，外部火災影響評価の解

析モデルと相違していることから，記載を適正化。） 
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図 3－26 設定したルート及び仮復旧時間 

（ケース3－2，大湊側高台保管場所利用（原子炉注水 

開始後からの復旧）） 

 

図 3－26 設定したルート及び仮復旧時間 

（ケース 3－2，大湊側高台保管場所利用（原子炉注水

開始後からの復旧）） 

記載の適正化 

（7号機における防火帯の記載について，工事で自主的

に被覆した範囲が含まれており，外部火災影響評価の解

析モデルと相違していることから，記載を適正化。） 
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 4. 屋内アクセスルート 

4.1 屋内アクセスルートの基本方針 

地震，津波その他の自然現象又は外部人為事象に

よる影響を考慮し，外部からの衝撃による損傷の防

止が図られた建屋に，各設備の操作場所までのアク

セスルートを複数設定する。 

上記を受けた屋内アクセスルート設定の考え方

を以下に示す。 

 

(1) 地震及び津波の影響の考慮 

a. 屋外から直接原子炉建屋内に入域するため

の原子炉建屋の入口は，以下の条件を考慮し設

定する。 

 

(a) 基準地震動Ｓｓ及び基準津波の影響を受

けない原子炉建屋入口を3箇所設定。 

 

b. 複数設定するアクセスルートは以下の条件

を満足するルートとする。 

(a) 基準地震動Ｓｓの影響を受けず，基準津波

に対して影響を受けない高さ，又は水密化を

図った建屋にアクセスルートを設定。 

また，ルート設定に当たっては以下を考

慮。 

 

 

 

 

・アクセスルート近傍の油内包機器及び水素

内包機器について，地震時に火災源となら

ないこと。 

・地震に伴う溢水が発生した場合においても

歩行可能な水深であること。 

 

4. 屋内アクセスルート 

4.1 屋内アクセスルートの基本方針 

地震，津波その他の自然現象又は外部人為事象に

よる影響を考慮し，外部からの衝撃による損傷の防

止が図られた建屋に，各設備の操作場所までのアク

セスルートを複数設定する。 

上記を受けた屋内アクセスルート設定の考え方

を以下に示す。 

 

(1) 地震及び津波の影響の考慮 

a. 屋外から直接原子炉建屋内に入域するため

の原子炉建屋の入口は，以下の条件を考慮し設

定する。 

 

(a) 基準地震動Ｓｓ及び基準津波の影響を受

けない原子炉建屋入口を3箇所設定。 

 

b. 複数設定するアクセスルートは以下の条件

を満足するルートとする。 

(a) 基準地震動Ｓｓの影響を受けず，基準津波

に対して影響を受けない高さ，又は水密化を

図った建屋にアクセスルートを設定。 

また，ルート設定に当たっては以下を考

慮。 

 

 

 

 

・アクセスルート近傍の油内包機器及び水素

内包機器について，地震時に火災源となら

ないこと。 

・地震に伴う溢水が発生した場合においても

歩行可能な水深であること。 

 

差異なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
東京電力ホールディングス株式会社 

資料提出日：2023 年 12 月 8 日 

資料番号  ：KK6 添-1-024(比較表)改 0 

先行審査プラントの記載との比較表（Ⅵ-1-1-7-別添 1 可搬型重大事故等対処設備の保管場所及びアクセスルート） 

 

122 
本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 青字：柏崎刈羽原子力発電所第 7号機と柏崎刈羽原子力発電所第 6号機との差異 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

・アクセスルート近傍の資機材について，地

震による転倒等により通行を阻害しない

ように固縛等の転倒防止対策を実施する

こと。 

 

 

 

 

(b) 各フロアには各区画に沿った通路，複数の

階段及び出入り口扉があり，それぞれを組み

合わせ通ることで，複数のアクセスルートを

設定。 

 

(2) 地震及び津波以外の自然現象及び外部人為事

象の考慮 

地震及び津波以外の自然現象及び外部人為事

象に対し，外部からの衝撃による損傷の防止が図

られたアクセスルートを設定する。 

 

(3) その他の考慮事項 

 

 

屋内アクセスルートは，地震，津波及びその他

の自然現象による影響（風（台風），竜巻，低温

（凍結），降水，積雪，落雷，火山の影響及び生

物学的事象）及び外部人為事象を想定して，外部

からの衝撃による損傷の防止が図られた建屋内

に確保する設計とする。 

 

 

 

また，アクセスルートに加え迂回ルートを設定

し，迂回ルートは，通行可能な場合に限り，使用

するルートとする。 

・アクセスルート近傍の資機材について，地

震による転倒等により通行を阻害しない

ように固縛等の転倒防止対策を実施する

こと。 

 

 

 

 

(b) 各フロアには各区画に沿った通路，複数の

階段及び出入り口扉があり，それぞれを組み

合わせ通ることで，複数のアクセスルートを

設定。 

 

(2) 地震及び津波以外の自然現象及び外部人為事

象の考慮 

地震及び津波以外の自然現象及び外部人為事

象に対し，外部からの衝撃による損傷の防止が図

られたアクセスルートを設定する。 

 

(3) その他の考慮事項 

 

 

屋内アクセスルートは，地震，津波及びその他

の自然現象による影響（風（台風），竜巻，低温

（凍結），降水，積雪，落雷，火山の影響及び生

物学的事象）及び外部人為事象を想定して，外部

からの衝撃による損傷の防止が図られた建屋内

に確保する設計とする。 

 

 

 

また，アクセスルートに加え迂回ルートを設定

し，迂回ルートは，通行可能な場合に限り，使用

するルートとする。 

差異なし 
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重大事故等時に設定したアクセスルートが線

量上昇によりアクセスできなくなった場合には，

空間放射線量等の現場の状況に応じて人身安全

を最優先に適切な放射線防護具を選定した上で，

適切なアクセスルートを選択する。 

重大事故等時に設定したアクセスルートが線

量上昇によりアクセスできなくなった場合には，

空間放射線量等の現場の状況に応じて人身安全

を最優先に適切な放射線防護具を選定した上で，

適切なアクセスルートを選択する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

差異なし 
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 4.2 屋内アクセスルートの影響評価 

屋内アクセスルートの設計においては，屋内アク

セスルートについて想定される自然現象及び外部

人為事象の抽出を行い，その自然現象及び外部人為

事象が起因する被害要因に対して影響評価を行い，

その影響を受けないルートを確保する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋内アクセスルートについて想定される自然現

象及び外部人為事象の抽出結果を表 4－1 及び表 4

－2に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2 屋内アクセスルートの影響評価 

屋内アクセスルートの設計においては，屋内アク

セスルートについて想定される自然現象及び外部

人為事象の抽出を行い，その自然現象及び外部人為

事象が起因する被害要因に対して影響評価を行い，

その影響を受けないルートを確保する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋内アクセスルートについて想定される自然現

象及び外部人為事象の抽出結果を表 4－1 及び表 4

－2に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

差異なし 
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表 4－1 屋内アクセスルートに想定される自然現象  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 4－1 屋内アクセスルートに想定される自然現象 

 

 

差異なし 
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 表 4－2 屋内アクセスルートに想定される外部人為事

象 

 
 

 

以上の抽出結果を踏まえ，屋内アクセスルートの

設計にあたり，地震，地震随伴火災及び地震随伴溢

水による屋内アクセスルートへの影響評価を行い，

その影響を受けないルートを設定する。 

地震に伴う屋内アクセスルートの影響評価項目

を以下に示す。 

 

・地震随伴火災 

・地震随伴溢水 

 

地震による影響を考慮し，屋内アクセスルートの

選定に際し，周辺施設の転倒等による影響がないこ

とを確認するため，現場の整備状況を確認し，アク

セスルート周辺に影響を及ぼす施設がないことを

確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4－2 屋内アクセスルートに想定される外部人為事

象 

 
 

 

以上の抽出結果を踏まえ，屋内アクセスルートの

設計にあたり，地震，地震随伴火災及び地震随伴溢

水による屋内アクセスルートへの影響評価を行い，

その影響を受けないルートを設定する。 

地震に伴う屋内アクセスルートの影響評価項目

を以下に示す。 

 

・地震随伴火災 

・地震随伴溢水 

 

地震による影響を考慮し，屋内アクセスルートの

選定に際し，周辺施設の転倒等による影響がないこ

とを確認するため，現場の整備状況を確認し，アク

セスルート周辺に影響を及ぼす施設がないことを

確認する。 

差異なし 
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 4.3 屋内アクセスルートの評価方法及び結果 

アクセスルートへの影響について，被害要因ごと

に評価する。 

   屋内アクセスルートを図4－1に示す。 

4.3 屋内アクセスルートの評価方法及び結果 

アクセスルートへの影響について，被害要因ごと

に評価する。 

   屋内アクセスルートを図4－1に示す。 

差異なし 
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図4－1 屋内アクセスルート図（1/8） 

 

 
 

図4－1 屋内アクセスルート図（2/8） 

7号機 原子炉建屋 4階 6号機 原子炉建屋 4階

7号機 タービン建屋 3階 6号機 タービン建屋 3階

階段Ｃ

階段Ａ

階段Ｂ

階段Ｄ

【凡例】
：アクセスルート
：迂回ルート
：経由扉
：操作対象箇所

6/7号機 廃棄物処理建屋 3階

階段Ｂ

階段Ｄ

6号機 原子炉建屋 中4階
6号機 原子炉建屋 屋上

図 4－1 屋内アクセスルート図（1/8） 

 

 

 

 

図 4－1 屋内アクセスルート図（2/8） 

申請号機の違いによる差異 

（申請号機の違いにより，設定する屋内アクセスルート

が異なる。） 

 

設計進捗に伴う差異 

（設計進捗により，設置（変更）許可時から，ルートを

変更。具体的には，以下のとおり。 

・図 4－1 屋内アクセスルート図（1/8） 

 －現場確認の結果，通行可能なルートに変更。） 
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図4－1 屋内アクセスルート図（3/8） 

 

7号機 原子炉建屋 2階

6/7号機 コントロール建屋 2階

6号機 原子炉建屋 2階

7号機 タービン建屋 2階 6/7号機 廃棄物処理建屋 2階 6号機 タービン建屋 2階

6/7号機 サービス建屋 2階

中央制御室

階段Ｊ階段Ｅ

階段Ｇ

階段Ｋ

階段Ｈ

階段Ｆ

階段Ｌ

階段Ｍ

【凡例】
：アクセスルート
：迂回ルート
：経由扉
：操作対象箇所

＜機器設置区分＞
：ＢＣクラス機器

7

⑤へ

 
図4－1 屋内アクセスルート図（4/8） 

 

7号機 原子炉建屋 3階

6/7号機 コントロール建屋 屋上

6号機 原子炉建屋 3階

6/7号機 サービス建屋 屋上

階段Ｄ

【凡例】
：アクセスルート
：迂回ルート
：経由扉
：操作対象箇所

＜機器設置区分＞
：Ｓクラス機器

階段Ｂ

階段Ｎ

階段Ｃ

階段Ａ

4

15

 

図 4－1 屋内アクセスルート図（3/8） 

 
 

7号機 原子炉建屋 2階

6/7号機 コントロール建屋 2階

6号機 原子炉建屋 2階

7号機 タービン建屋 2階 6/7号機 廃棄物処理建屋 2階 6号機 タービン建屋 2階

6/7号機 サービス建屋 2階

中央制御室

階段Ｊ
階段Ａ

階段Ｃ

階段Ｋ

階段Ｄ

階段Ｂ階段Ｌ

階段Ｍ

【凡例】
：アクセスルート
：迂回ルート
：経由扉
：操作対象箇所

 

図 4－1 屋内アクセスルート図（4/8） 

申請号機の違いによる差異 

（申請号機の違いにより，設定する屋内アクセスルート

が異なる。） 
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図4－1 屋内アクセスルート図（5/8） 

 

 
図4－1 屋内アクセスルート図（6/8） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 4－1 屋内アクセスルート図（5/8） 

 
 

7号機 原子炉建屋 地下1階

6/7号機 コントロール建屋 地下1階
6号機 原子炉建屋 地下1階

7号機 タービン建屋 地下1階

6/7号機 廃棄物処理建屋 地下1階 6号機 タービン建屋 地下1階

6/7号機 サービス建屋 地下1階

階段Ｊ

階段Ｋ

階段Ｗ

階段Ｑ

階段Ｌ

【凡例】
：アクセスルート
：迂回ルート
：経由扉
：操作対象箇所

＜機器設置区分＞
：Ｓクラス機器
：ＢＣクラス機器

（耐震裕度有）

階段Ｐ

階段Ａ

階段Ｃ

階段Ｄ

階段Ｂ

階段Ｚ
階段ＡＡ

11

図 4－1 屋内アクセスルート図（6/8） 

申請号機の違いによる差異 

（申請号機の違いにより，設定する屋内アクセスルート

が異なる。） 

 

設計進捗に伴う差異 

（設計進捗により，設置（変更）許可時から，ルートを

追加。具体的には，以下のとおり。 

・図 4－1 屋内アクセスルート図（5/8） 

 －弁追設に伴い屋内アクセスルート及び迂回ルート

を追加。 

・図 4－1 屋内アクセスルート図（6/8） 

 －弁追設に伴い屋内アクセスルート及び迂回ルート

を追加。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
東京電力ホールディングス株式会社 

資料提出日：2023 年 12 月 8 日 

資料番号  ：KK6 添-1-024(比較表)改 0 

先行審査プラントの記載との比較表（Ⅵ-1-1-7-別添 1 可搬型重大事故等対処設備の保管場所及びアクセスルート） 

 

131 
本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 青字：柏崎刈羽原子力発電所第 7号機と柏崎刈羽原子力発電所第 6号機との差異 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

 

7号機 原子炉建屋 地下2階 6/7号機 コントロール建屋 地下中2階 6号機 原子炉建屋 地下2階

7号機 タービン建屋 地下中2階 6/7号機 廃棄物処理建屋 地下2階 6号機 タービン建屋 地下中2階

階段Ｆ

階段Ｅ

ハッチ

【凡例】
：アクセスルート
：迂回ルート
：経由扉
：操作対象箇所

 

図4－1 屋内アクセスルート図（7/8） 
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図 4－1 屋内アクセスルート図（8/8） 

申請号機の違いによる差異 

（申請号機の違いにより，設定する屋内アクセスルート

が異なる。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計進捗に伴う差異 

（設計進捗により，設置（変更）許可時から，ルートを

変更。具体的には，以下のとおり。 

・図 4－1 屋内アクセスルート図（8/8） 

 －復水移送ポンプ周りの手動弁の電動弁化に伴うア

クセスルートの変更） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
東京電力ホールディングス株式会社 

資料提出日：2023 年 12 月 8 日 

資料番号  ：KK6 添-1-024(比較表)改 0 

先行審査プラントの記載との比較表（Ⅵ-1-1-7-別添 1 可搬型重大事故等対処設備の保管場所及びアクセスルート） 

 

132 
本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 青字：柏崎刈羽原子力発電所第 7号機と柏崎刈羽原子力発電所第 6号機との差異 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

 4.3.1 地震随伴火災 

(1) 評価方法 

屋内アクセスルート近傍の地震随伴火災の

発生の可能性がある機器について，以下のとお

り抽出・評価を実施する。 

a. 事故シーケンスごとに必要な対応処置の

ためのアクセスルートをルート図上に描

画し，ルート近傍の回転機器＊を抽出す

る。 

b. Ｓクラス機器又は基準地震動Ｓｓにて耐

震性があると確認された機器は，地震によ

り損壊しないものとし，内包油による地震

随伴火災は発生しないものと考える。 

c. Ｓクラス機器でない，かつ基準地震動Ｓｓ

にて耐震性がない機器のうち，油を内包す

る機器及び水素ガスを内包する機器につ

いては，地震により支持構造物が損壊し，

漏えいした油又は水素ガス（4vol％以上）

に着火する可能性があるため，火災源とし

て耐震評価を実施する。 

d. 耐震評価は，Ｓクラスの機器と同様に基準

地震動Ｓｓで評価し，ＪＥＡＧ４６０１

-1987 及びＪＥＡＧ４６０１・補-1984 に

従った評価を実施する。 

e. 耐震裕度を有するものについては，地震に

より損壊しないものと考え，火災源として

の想定は不要とする。 

 

地震随伴火災の発生の可能性がある機器の

抽出フローを図 4－2に示す。 

 

注記＊：盤火災は，鋼製の盤内で発生し，外

部への影響が少ないため除外する。
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差異なし 
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レイが天井付近に設置されており，

下部通路への影響は少ないこと，又

は難燃性ケーブルを使用している

ことから，大規模な延焼が考えにく

いことから除外する。 

 

なお，火災時の煙充満による影響について

は，煙が滞留するような箇所は自動起動又は中

央制御室からの手動操作による固定式消火設

備を設置することからアクセス性に影響はな

いと考えられるが，速やかなアクセスが困難な

場合は迂回路を使用する。 
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図 4－2 地震随伴火災 評価対象機器抽出フロー 

 

 

 

 

図 4－2 地震随伴火災 評価対象機器抽出フロー 
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 (2) 評価結果 

アクセスルート近傍にある地震随伴火災が

発生する可能性がある機器について，表 4－3

及び表 4－4に示す。 

このうちＳクラス以外の機器で，油又は水素

を内包する機器について耐震評価を実施した

結果，耐震評価対象機器については基準地震動

Ｓｓ時にも損壊しないことを確認した。 

(2) 評価結果 

アクセスルート近傍にある地震随伴火災が

発生する可能性がある機器について，表 4－3

及び表 4－4に示す。 

このうちＳクラス以外の機器で，油又は水素

を内包する機器について耐震評価を実施した

結果，耐震評価対象機器については基準地震動

Ｓｓ時にも損壊しないことを確認した。 

差異なし 

 

 

 表 4－3 地震随伴火災を考慮する機器リスト（7号機）

（1/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4－3 地震随伴火災を考慮する機器リスト（6号機）

（1/2） 

番

号 
機器名称 

損傷 

モード 
評価部位 

応力 

分類 

発生値 

（MPa

） 

許容 

基準値 

（MPa

） 

設置区分 

1 
ほう酸水注入系ポンプ 

(A)(B) 
－ － － － － Ｓクラス 

2 
非常用ディーゼル発電機

(B)空気圧縮機(1)(2) 
－ － － － － Ｓクラス 

3 

非常用ディーゼル発電 

設備(B) 

エリア排風機(A)(B) 

－ － － － － Ｓクラス 

4 
非常用ガス処理系排風機 

(A)(B) 
－ － － － － Ｓクラス 

5 
非常用ガス処理室空調機 

(A)(B) 
－ － － － － Ｓクラス 

6 
原子炉補機冷却水ポンプ 

(A)(D) 
－ － － － － Ｓクラス 

7 
原子炉補機冷却海水ポン

プモータ(A)(D) 
－ － － － － Ｓクラス 

8 
原子炉補機冷却水ポンプ

(B)(E) 
－ － － － － Ｓクラス 

9 
原子炉補機冷却海水ポン

プモータ(B)(E) 
－ － － － － Ｓクラス 

10 
原子炉補機冷却水ポンプ 

(C)(F) 
－ － － － － Ｓクラス 

 

申請号機の違いによる差異 

（申請号機の違いにより，評価対象機器が異なる。） 
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 表 4－3 地震随伴火災を考慮する機器リスト（7号機）

（2/2） 

 

 

 

 

 

 

 

表4－4 地震随伴火災を考慮する機器リスト（6号機及

び7号機共通） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4－3 地震随伴火災を考慮する機器リスト（6号機）

（2/2） 

番

号 
機器名称 

損傷 

モード 
評価部位 

応力 

分類 

発生値 

（MPa

） 

許容 

基準値 

（MPa

） 

設置区分 

11 
電動機駆動原子炉給水ポ

ンプ(A)(B) 

機能 

損傷 

ポンプ基礎 

ボルト 

引張り 8 475 

ＢＣクラス 

（耐震裕度

有） 

せん断 13 366 

機能 

損傷 

ポンプ取付 

ボルト 

引張り 6 180 

せん断 12 138 

機能 

損傷 

原動機基礎 

ボルト 

引張り 92 190 

せん断 37 146 

機能 

損傷 

原動機取付 

ボルト 

引張り 84 190 

せん断 46 146 

機能 

損傷 

増速機基礎 

ボルト 

引張り 38 190 

せん断 10 146 

機能 

損傷 

増速機取付 

ボルト 

引張り 44 191 

せん断 11 147 

機能 

損傷 

オイルタンク 

取付ボルト 

引張り 32 190 

せん断 26 146 

機能 

損傷 

補助油ポンプ

用電動機取付

ボルト 

引張り 5 191 

せん断 3 147 

 
 

表4－4 地震随伴火災を考慮する機器リスト（6号機及

び7号機共通） 

 

申請号機の違いによる差異 

（申請号機の違いにより，評価対象機器が異なる。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

差異なし 
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 4.3.2 地震随伴溢水 
(1) 評価方法 

地震発生時の屋内アクセスルートのアクセ

ス性の評価を以下のとおり実施する。 

a. 事故シーケンスごとに必要な対応処置の

ためのアクセスルートとして使用するエ

リアを抽出し，エリアごとのアクセスルー

ト近傍の溢水源を抽出する。 

b. Ｓクラス機器又は基準地震動Ｓｓにて耐

震性があると確認された機器は地震によ

り損壊しないものとし，保有水が外部に流

出することはないものと考える。 

c. Ｓクラスではない，かつ基準地震動Ｓｓに

て耐震性がない機器は，溢水源とする。 

 

d. 耐震評価はＳクラスの機器と同様に基準

地震動Ｓｓで評価し，ＪＥＡＧ４６０１

-1987及びＪＥＡＧ４６０１・補-1984に従

った評価を実施する。 

e. 耐震裕度を有するものについては地震に

より損壊しないものと考え，溢水源として

の想定は不要とする。 

 

地震随伴溢水によるアクセス判断フロー

を図 4－3に，水位評価概略図を図 4－4に示

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.3.2 地震随伴溢水 
(1) 評価方法 

地震発生時の屋内アクセスルートのアクセ

ス性の評価を以下のとおり実施する。 

a. 事故シーケンスごとに必要な対応処置の

ためのアクセスルートとして使用するエ

リアを抽出し，エリアごとのアクセスルー

ト近傍の溢水源を抽出する。 

b. Ｓクラス機器又は基準地震動Ｓｓにて耐

震性があると確認された機器は地震によ

り損壊しないものとし，保有水が外部に流

出することはないものと考える。 

c. Ｓクラスではない，かつ基準地震動Ｓｓに

て耐震性がない機器は，溢水源とする。 

 

d. 耐震評価はＳクラスの機器と同様に基準

地震動Ｓｓで評価し，ＪＥＡＧ４６０１

-1987及びＪＥＡＧ４６０１・補-1984に従

った評価を実施する。 

e. 耐震裕度を有するものについては地震に

より損壊しないものと考え，溢水源として

の想定は不要とする。 

 

地震随伴溢水によるアクセス判断フロー

を図 4－3に，水位評価概略図を図 4－4に示

す。 
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図 4－3 地震随伴溢水によるアクセス判断フロー 

 

 

 

図 4－3 地震随伴溢水によるアクセス判断フロー 
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図 4－4 水位評価概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4－4 水位評価概略図 
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 (2) 評価結果 
評価結果として，各エリアの溢水水位を表 4－

5に示す。 

使用済燃料貯蔵プールのスロッシングは，原子

炉建屋燃料取替床で発生し，当該エリアで約

0.9m の溢水水位となる。その後の伝搬の流れと

しては，当該エリアの床貫通部や機器ハッチは，

下階への溢水の伝搬を防止しており，それらを介

した一階層下のフロア（中 4階）への伝搬は発生

しないものの，床ファンネル，階段室及びエレベ

ータ室への止水処理は，実施していないことか

ら，それらを介した最地下階（地下 3階）への直

接的な溢水の伝搬が発生することとなる。床ファ

ンネル，階段室及びエレベータ室を介した伝搬の

場合，最地下階の通路部に伝搬することとなる

が，その周囲の各 ECCS 室へは，水密扉等により

止水を施していることから伝搬はせず，通路部が

最終的な滞留区域となる。この場合の通路部にお

ける溢水水位は約 2.4m であるが，通路部にはア

クセスが必要となる設備及び重大事故等時に必

要となる重要な機器は設置していないため，問題

はない。 

建屋の浸水時における歩行可能な水深は，歩行

困難水深及び水圧でドアが開かなくなる水深か

ら 30cm と設定しているが，屋内アクセスルート

における溢水水位は，堰高さ約 20 ㎝程度である

ことから，胴長靴（長さ約 120cm）を装備するこ

とで，地震により溢水が発生しても屋内アクセス

ルートの通行は可能である。 

また，実際には床ファンネルによる排水が期待

できるためアクセスは容易になる。 

なお，原子炉建屋最地下階へのアクセスが必要

となる，原子炉隔離時冷却系の現場操作について

は，内部溢水の影響により階段エリアから入室で

(2) 評価結果 
評価結果として，各エリアの溢水水位を表 4－

5に示す。 

使用済燃料貯蔵プールのスロッシングは，原子

炉建屋燃料取替床で発生し，当該エリアで約

1.2m の溢水水位となる。その後の伝搬の流れと

しては，当該エリアの床貫通部や機器ハッチは，

下階への溢水の伝搬を防止しており，それらを介

した一階層下のフロア（中 4階）への伝搬は発生

しないものの，床ファンネル，階段室及びエレベ

ータ室への止水処理は，実施していないことか

ら，それらを介した最地下階（地下 3階）への直

接的な溢水の伝搬が発生することとなる。床ファ

ンネル，階段室及びエレベータ室を介した伝搬の

場合，最地下階の通路部に伝搬することとなる

が，その周囲の各 ECCS 室へは，水密扉等により

止水を施していることから伝搬はせず，通路部が

最終的な滞留区域となる。この場合の通路部にお

ける溢水水位は約 3.0m であるが，通路部にはア

クセスが必要となる設備及び重大事故等時に必

要となる重要な機器は設置していないため，問題

はない。 

建屋の浸水時における歩行可能な水深は，歩行

困難水深及び水圧でドアが開かなくなる水深か

ら 30cm と設定しているが，屋内アクセスルート

における溢水水位は，堰高さ約 20 ㎝程度である

ことから，胴長靴（長さ約 120cm）を装備するこ

とで，地震により溢水が発生しても屋内アクセス

ルートの通行は可能である。 

また，実際には床ファンネルによる排水が期待

できるためアクセスは容易になる。 

なお，原子炉建屋最地下階へのアクセスが必要

となる，原子炉隔離時冷却系の現場操作について

は，内部溢水の影響により階段エリアから入室で

差異なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
東京電力ホールディングス株式会社 

資料提出日：2023 年 12 月 8 日 

資料番号  ：KK6 添-1-024(比較表)改 0 

先行審査プラントの記載との比較表（Ⅵ-1-1-7-別添 1 可搬型重大事故等対処設備の保管場所及びアクセスルート） 

 

145 
本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 青字：柏崎刈羽原子力発電所第 7号機と柏崎刈羽原子力発電所第 6号機との差異 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

きない場合も想定し，原子炉建屋地下 2階にある

上部ハッチより入室することで，現場操作を行う

こととする。なお，上部ハッチのエリアにおける

滞留水は，床開口部から最地下階へ排水されると

もに，床ファンネルから最地下階のドレンサンプ

へ排水されるため，上部ハッチの開放は可能であ

る。 

また，原子炉建屋最地下階において，冷却水系

の負荷カット等の対応があるが，溢水によりアク

セスができない場合，対応を省略する。 

きない場合も想定し，原子炉建屋地下 2階にある

上部ハッチより入室することで，現場操作を行う

こととする。なお，上部ハッチのエリアにおける

滞留水は，床開口部から最地下階へ排水されると

もに，床ファンネルから最地下階のドレンサンプ

へ排水されるため，上部ハッチの開放は可能であ

る。 

また，原子炉建屋最地下階において，冷却水系

の負荷カット等の対応があるが，溢水によりアク

セスができない場合，対応を省略する。 
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 表 4－5 各エリアの溢水水位（1/2） 

 

 

表 4－5 各エリアの溢水水位（2/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4－5 各エリアの溢水水位（1/2） 

（凡例） 

―：アクセスしないフロア 

■：建屋ごとの対象外フロア 

堰 高 さ：下層階へ排水する開口部高さ（約 20cm） 

溢水なし：当該エリアでの排水又は他エリアからの溢水流入なし 

◇：操作エリアは溢水なしだが，階段エリアが溢水するため対応策が必要なエリア 

T.M.S.L. 

（mm） 
フロア階数 

原子炉建屋 

（管理区域） 

原子炉建屋 

（非管理区域） 
コントロール建屋 

タービン建屋 

（管理区域） 

タービン建屋 

（非管理区域） 

廃棄物処理建屋 

（管理区域） 

廃棄物処理建屋 

（非管理区域） 

31700 4 階 堰高さ＊ 溢水なし        

30900 3 階       ― ― ― ― 

27200 中 3 階 堰高さ 溢水なし        

23500 3 階 堰高さ 溢水なし        

20400 

2 階 

      ― ― ― ― 

18100 堰高さ 溢水なし        

17300     溢水なし      

16100        ― ― 

12300 1 階 堰高さ 溢水なし 溢水なし 堰高さ 溢水なし 堰高さ ― 

6500 

地下 1 階 

    溢水なし   ― 堰高さ 

4900       堰高さ 溢水なし    

4800 堰高さ 溢水なし        

注記＊：原子炉建屋最上階の開口部の堰の高さは「約 150cm」である。  
 

表 4－5 各エリアの溢水水位（2/2） 
（凡例） 

―：アクセスしないフロア 

■：建屋ごとの対象外フロア 

堰 高 さ：下層階へ排水する開口部高さ（約 20cm） 

溢水なし：当該エリアでの排水又は他エリアからの溢水流入なし 

◇：操作エリアは溢水なしだが，階段エリアが溢水するため対応策が必要なエリア 

T.M.S.L.  

（mm） 
フロア階数 

原子炉建屋 

（管理区域） 

原子炉建屋 

（非管理区域） 
コントロール建屋 

タービン建屋 

（管理区域） 

タービン建屋 

（非管理区域） 

廃棄物処理建屋 

（管理区域） 

廃棄物処理建屋 

（非管理区域） 

1000 
地下中 2 階 

  ―     

－1100       ― 溢水なし   

－1100 

地下 2 階 

     ― ― 

－1700 堰高さ          

－2700     溢水なし      

－5100       ― 溢水なし    

－6100 
地下 3 階 

        ― ― 

－8200 ◇          

  

申請号機の違いによる差異 

（申請号機の違いにより，各エリアの溢水水位が異な

る。） 
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